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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

下張出部を長さ方向両側下部に突設した下張出ブロックと、前記下張出部の上に配置する

上張出部を長さ方向両側上部に突設した上張出ブロックと、前記下張出ブロックの前記下

張出部の上に前記上張出ブロックの前記上張出部を配置した状態で、前記下張出ブロック

と前記上張出ブロックを連結する連結手段とを備え、前記連結手段は、隣り合う前記下張

出ブロックの外面と前記上張出ブロックの外面とに跨って設ける連結部材と、前記連結部

材を前記下張出ブロックと前記上張出ブロックに固定する固定部材とを備えることを特徴

とするコンクリートガードフェンス。

【請求項２】

下張出部を長さ方向両側下部に突設した下張出ブロックと、前記下張出部の上に配置する

上張出部を長さ方向両側上部に突設した上張出ブロックと、前記下張出ブロックの前記下

張出部の上に前記上張出ブロックの前記上張出部を配置した状態で、前記下張出ブロック

と前記上張出ブロックを連結する連結手段とを備え、前記連結手段が縦部材であり、前記

上張出部と前記下張出部に挿入した前記縦部材により前記上張出部と前記下張出部とを連

結し、前記縦部材は抜け出しを防止する抜け出し防止構造を備え、前記縦部材が円筒状を

なし、前記抜け出し防止構造は、前記下張出ブロックの前記下張出部に前記縦部材の下部

を挿入する下挿入孔を形成し、前記下挿入孔に対応して前記縦部材の上部を挿入する上挿

入孔を前記上張出ブロックの前記上張出部に形成し、前記下挿入孔に横方向の抜け止め部

材を設け、前記縦部材の下部に回転により前記抜け止め部材に係脱する切欠き係止溝を設
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け て な る こ と を 特 徴 と す る コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス 。

【 請 求 項 ３ 】

下 張 出 部 を 長 さ 方 向 両 側 下 部 に 突 設 し た 下 張 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 下 張 出 部 の 上 に 配 置 す る

上 張 出 部 を 長 さ 方 向 両 側 上 部 に 突 設 し た 上 張 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 下

張 出 部 の 上 に 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 上 張 出 部 を 配 置 し た 状 態 で 、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク

と 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク を 連 結 す る 連 結 手 段 と を 備 え 、 前 記 連 結 手 段 が 縦 部 材 で あ り 、 前 記

上 張 出 部 と 前 記 下 張 出 部 に 挿 入 し た 前 記 縦 部 材 に よ り 前 記 上 張 出 部 と 前 記 下 張 出 部 と を 連

結 し 、 前 記 縦 部 材 は 抜 け 出 し を 防 止 す る 抜 け 出 し 防 止 構 造 を 備 え 、 前 記 抜 け 出 し 防 止 構 造

は 、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 下 張 出 部 に 前 記 縦 部 材 の 下 部 を 挿 入 す る 下 挿 入 孔 を 形 成 し

、 前 記 下 挿 入 孔 に 対 応 し て 前 記 縦 部 材 の 上 部 を 挿 入 す る 上 挿 入 孔 を 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク の

前 記 上 張 出 部 に 形 成 し 、 前 記 下 挿 入 孔 に 雌 螺 子 部 を 設 け る と 共 に 、 前 記 雌 螺 子 部 に 螺 合 す

る 雄 螺 子 部 を 前 記 縦 部 材 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス 。

【 請 求 項 ４ 】

下 張 出 部 を 長 さ 方 向 両 側 下 部 に 突 設 し た 下 張 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 下 張 出 部 の 上 に 配 置 す る

上 張 出 部 を 長 さ 方 向 両 側 上 部 に 突 設 し た 上 張 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 下

張 出 部 の 上 に 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 上 張 出 部 を 配 置 し た 状 態 で 、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク

と 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク を 連 結 す る 連 結 手 段 と を 備 え 、 前 記 連 結 手 段 が 縦 部 材 で あ り 、 前 記

上 張 出 部 と 前 記 下 張 出 部 に 挿 入 し た 前 記 縦 部 材 に よ り 前 記 上 張 出 部 と 前 記 下 張 出 部 と を 連

結 し 、 前 記 縦 部 材 は 抜 け 出 し を 防 止 す る 抜 け 出 し 防 止 構 造 を 備 え 、 前 記 抜 け 出 し 防 止 構 造

は 、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 下 張 出 部 に 前 記 縦 部 材 の 下 部 を 挿 入 す る 下 挿 入 孔 を 形 成 し

、 前 記 下 挿 入 孔 に 対 応 し て 前 記 縦 部 材 の 上 部 を 挿 入 す る 上 挿 入 孔 を 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク の

前 記 上 張 出 部 に 形 成 し 、 前 記 縦 部 材 の 外 周 に 前 記 上 挿 入 孔 又 は 前 記 下 挿 入 孔 に 圧 接 す る 弾

性 抜 け 止 め 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス 。

【 請 求 項 ５ 】

下 張 出 部 を 長 さ 方 向 両 側 下 部 に 突 設 し た 下 張 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 下 張 出 部 の 上 に 配 置 す る

上 張 出 部 を 長 さ 方 向 両 側 上 部 に 突 設 し た 上 張 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 下

張 出 部 の 上 に 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 上 張 出 部 を 配 置 し た 状 態 で 、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク

と 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク を 連 結 す る 連 結 手 段 と を 備 え 、 前 記 連 結 手 段 が 縦 部 材 で あ り 、 前 記

上 張 出 部 と 前 記 下 張 出 部 に 挿 入 し た 前 記 縦 部 材 に よ り 前 記 上 張 出 部 と 前 記 下 張 出 部 と を 連

結 し 、 前 記 縦 部 材 は 抜 け 出 し を 防 止 す る 抜 け 出 し 防 止 構 造 を 備 え 、 前 記 抜 け 出 し 防 止 構 造

は 、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 下 張 出 部 に 前 記 縦 部 材 の 下 部 を 挿 入 す る 下 挿 入 孔 を 形 成 し

、 前 記 下 挿 入 孔 に 対 応 し て 前 記 縦 部 材 の 上 部 を 挿 入 す る 上 挿 入 孔 を 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク の

前 記 上 張 出 部 に 形 成 し 、 前 記 縦 部 材 の 上 部 の 周 囲 に 固 定 部 を 設 け る と 共 に 、 前 記 固 定 部 を

前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク に 固 定 す る 固 定 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ

ェ ン ス 。

【 請 求 項 ６ 】

前 記 縦 部 材 の 上 部 に 前 記 上 挿 入 孔 を 塞 ぐ 蓋 体 を 設 け 、 前 記 蓋 体 の 周 囲 が 前 記 固 定 部 で あ る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ガ ー ド フ ェ ン ス は 、 主 と し て 走 行 車 線 を 逸 脱 し た 車 両 が 道 路 外 あ る い は 対 向 車 線 に 逸 脱

す る こ と を 防 止 す る た め に 設 け ら れ る も の で あ り 、 強 度 及 び 耐 久 性 に 優 れ て い る た め コ ン

ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス は 広 く 用 い ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 例 え ば 、 複 数 の コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク を 緊 張 用 撚 り 線 鋼 材 に よ り 緊 張 力 を 与 え て 連 結 し

て な る ブ ロ ッ ク 連 続 体 を 連 設 し て 構 成 し た コ ン ク リ ー ト 防 護 壁 に お い て 、 前 記 各 ブ ロ ッ ク
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連 続 体 の う ち い ず れ か の コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク に ブ ロ ッ ク 連 続 体 同 士 に 緊 張 力 を 与 え て 連

結 す る 連 続 体 連 結 用 撚 り 線 鋼 材 を 挿 通 す る た め の 挿 通 孔 を 形 成 し 、 前 記 挿 通 孔 の 一 端 を ブ

ロ ッ ク 天 端 部 に 向 け て 開 口 さ せ 、 こ の 開 口 位 置 に て 前 記 連 続 体 連 結 用 撚 り 線 鋼 材 の 端 部 を

前 記 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク に 定 着 さ せ る コ ン ク リ ー ト 防 護 壁 （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ） が 提 案

さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 前 記 コ ン ク リ ー ト 防 護 柵 で は 、 撚 り 線 鋼 材 に よ り 複 数 の コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク を 緊 張 一

体 化 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 所 定 角 度 で 傾 斜 す る 平 坦 傾 斜 面 を 両 側 に 有 し 下 方 に 向 か っ て 断 面 が 拡 大 す る プ レ

キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 の 壁 本 体 と 、 こ の 壁 本 体 の 下 部 に 設 け ら れ 前 記 壁 本 体 よ り 幅 広 な

コ ン ク リ ー ト 製 基 礎 と を 備 え 、 前 記 壁 本 体 の 下 部 と 前 記 基 礎 の 上 部 と が 凹 凸 嵌 合 す る と 共

に 、 前 記 基 礎 に 前 記 壁 本 体 の 下 部 を ア ン カ ー ボ ル ト に よ り 固 定 し 、 複 数 の 壁 本 体 を Ｐ Ｃ 鋼

材 に よ り 緊 張 一 体 化 す る コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ ） が 提 案 さ れ て

い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 前 記 コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス は 、 強 度 的 に 優 れ 、 か つ 衝 突 時 に お け る 乗 員 の 安 全 性

の 向 上 を 図 る こ と が で き 、 さ ら に 従 来 に 比 べ て 施 工 が 容 易 に な る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ の も の で は 、 複 数 の ブ ロ ッ ク （ 壁 本 体 ） を Ｐ Ｃ 鋼 材 に よ

り 緊 張 一 体 化 す る た め 、 １ つ の ブ ロ ッ ク が 損 傷 し た 場 合 で も 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 を 切 断 す る 必 要 が

あ る 。 さ ら に 、 切 断 し た Ｐ Ｃ 鋼 材 は 再 利 用 す る こ と が で き ず 、 ブ ロ ッ ク を 交 換 し た 後 、 新

し い Ｐ Ｃ 鋼 材 に よ り 緊 張 一 体 化 す る 作 業 を 必 要 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 、 隣 り 合 う ブ ロ ッ ク 同 士 の 目 地 部 に は 無 収 縮 モ ル タ ル な ど の 目 地 材 を 充 填 し て い る

た め 、 ブ ロ ッ ク を 交 換 す る 際 に は 、 両 側 の 既 設 ブ ロ ッ ク の 目 地 材 を 斫 り 取 る 必 要 が あ る 。

さ ら に 、 復 元 時 に は 、 目 地 部 に 漏 れ 止 め 型 枠 を 設 置 し 、 無 収 縮 モ ル タ ル を 注 入 し 、 強 度 が

発 現 す る ま で 時 間 を 要 す る と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 さ ら に 、 特 許 文 献 ２ の よ う に 基 礎 の 上 に 壁 本 体 を 固 定 す る も の で は 、 壁 本 体 を 交 換 す る

た め に 壁 本 体 を 取 り 外 し た 後 、 既 設 の 基 礎 上 の レ ベ ル プ レ ー ト を 撤 去 す る と 共 に 空 練 り モ

ル タ ル を 斫 り 取 り 、 復 元 時 に は 新 設 時 と 同 様 に 芯 出 し ・ レ ベ ル 出 し を 行 い 、 空 練 り モ ル タ

ル の 敷 均 し 作 業 が 必 要 と な り 、 手 間 が 掛 か る と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 上 記 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ で は 、 前 記 ブ ロ ッ ク （ 壁 本 体 ） の 撤 去 作 業 及 び 復

元 作 業 の 際 、 取 り 外 し ・ 移 動 ・ 据 付 の た め に 重 機 が 必 要 と な る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 一 方 、 ブ ロ ッ ク 同 士 を Ｐ Ｃ 鋼 材 な ど の 長 さ 方 向 の 部 材 に よ り 連 結 す る 構 造 以 外 に 、 長 手

方 向 の 一 方 の 端 部 に 上 側 突 出 部 を 形 成 し 、 他 方 の 端 部 に 下 側 突 出 部 を 形 成 し 、 こ れ ら 両 端

部 を 縦 方 向 の ボ ル ト に よ り 固 定 す る 壁 面 ブ ロ ッ ク （ 例 え ば 特 許 文 献 ３ ） な ど が 提 案 さ れ て

お り 、 こ の 壁 面 ブ ロ ッ ク で は 、 長 さ 方 向 の Ｐ Ｃ 鋼 材 を 用 い る も の に 比 べ て 、 隣 り 合 う ブ ロ

ッ ク 同 士 の 連 結 解 除 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 し か し 、 上 記 壁 面 ブ ロ ッ ク で は 両 側 の ボ ル ト を 外 し て も 、 下 側 突 出 部 に 隣 の 壁 面 ブ ロ ッ

ク の 上 側 突 出 部 が 重 な っ て い る た め 、 連 続 す る 壁 面 の 途 中 か ら 壁 面 ブ ロ ッ ク を 取 り 外 す こ

と が で き ず 、 連 続 す る 壁 面 の 端 部 の 壁 面 ブ ロ ッ ク か ら 取 り 外 す 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 と こ ろ で 、 高 速 道 路 な ど に お い て 事 故 な ど が 発 生 す る と 渋 滞 が 生 じ る 。 そ し て 、 公 知 で

は な い が 、 前 記 渋 滞 を 解 消 す る た め に 車 線 を 変 更 し て 反 対 車 線 に 車 両 を 導 く な ど し て 対 応

す る こ と が 考 え ら れ る 。 ま た 、 同 様 な 時 、 緊 急 車 両 が 人 命 救 助 な ど で 反 対 車 線 を 利 用 し て
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現 場 に 到 着 し た 場 合 、 救 助 の た め 事 故 発 生 車 線 へ 反 転 さ せ る こ と も 考 え ら れ る が 、 従 来 の

コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス で は 、 連 続 し た ガ ー ド フ ェ ン ス を 任 意 の 位 置 で 取 り 外 す こ と

が 困 難 な た め 、 反 対 車 線 に 車 両 を 導 い た り 、 緊 急 車 両 を 人 命 救 助 の た め に 反 対 車 線 へ 導 く

こ と は で き な い 。 対 面 通 行 区 間 の 場 合 で は 、 こ の 問 題 点 は 、 特 に 重 要 で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ １ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ４ ０ ０ ２ ４ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ７ － ４ ２ １ ２ ４ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － ２ ２ ２ ８ ６ ５ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 す る も の で あ り 、 長 さ 方 向 途 中 の ブ ロ ッ ク を 単 独

で 容 易 に 取 り 外 し で き る コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 下 張 出 部 を 長 さ 方 向 両 側 下 部 に 突 設 し た 下 張 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 下

張 出 部 の 上 に 配 置 す る 上 張 出 部 を 長 さ 方 向 両 側 上 部 に 突 設 し た 上 張 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 下

張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 下 張 出 部 の 上 に 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 上 張 出 部 を 配 置 し た 状 態 で

、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク と 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク を 連 結 す る 連 結 手 段 と を 備 え 、 前 記 連 結 手 段

は 、 隣 り 合 う 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク の 外 面 と 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク の 外 面 と に 跨 っ て 設 け る 連

結 部 材 と 、 前 記 連 結 部 材 を 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク と 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク に 固 定 す る 固 定 部 材

と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 請 求 項 １ の 構 成 に よ れ ば 、 連 結 部 材 と 固 定 部 材 に よ り 隣 り 合 う 下 張 出 ブ ロ ッ ク と 上 張 出

ブ ロ ッ ク を 連 結 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 下 張 出 部 を 長 さ 方 向 両 側 下 部 に 突 設 し た 下 張 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 下

張 出 部 の 上 に 配 置 す る 上 張 出 部 を 長 さ 方 向 両 側 上 部 に 突 設 し た 上 張 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 下

張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 下 張 出 部 の 上 に 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 上 張 出 部 を 配 置 し た 状 態 で

、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク と 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク を 連 結 す る 連 結 手 段 と を 備 え 、 前 記 連 結 手 段

が 縦 部 材 で あ り 、 前 記 上 張 出 部 と 前 記 下 張 出 部 に 挿 入 し た 前 記 縦 部 材 に よ り 前 記 上 張 出 部

と 前 記 下 張 出 部 と を 連 結 し 、 前 記 縦 部 材 は 抜 け 出 し を 防 止 す る 抜 け 出 し 防 止 構 造 を 備 え 、

前 記 縦 部 材 が 円 筒 状 を な し 、 前 記 抜 け 出 し 防 止 構 造 は 、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 下 張 出

部 に 前 記 縦 部 材 の 下 部 を 挿 入 す る 下 挿 入 孔 を 形 成 し 、 前 記 下 挿 入 孔 に 対 応 し て 前 記 縦 部 材

の 上 部 を 挿 入 す る 上 挿 入 孔 を 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 上 張 出 部 に 形 成 し 、 前 記 下 挿 入 孔

に 横 方 向 の 抜 け 止 め 部 材 を 設 け 、 前 記 縦 部 材 の 下 部 に 回 転 に よ り 前 記 抜 け 止 め 部 材 に 係 脱

す る 切 欠 き 係 止 溝 を 設 け て な る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 請 求 項 ２ の 構 成 に よ れ ば 、 縦 部 材 を 回 転 し て 抜 け 止 め 部 材 に 係 止 す る こ と に よ り 、 抜 け

止 め 状 態 を 保 持 す る こ と が で き る 。 一 方 、 縦 部 材 を 回 転 し て 抜 け 止 め 部 材 と の 係 止 を 解 除

す る こ と に よ り 、 縦 部 材 を 引 き 抜 く こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 下 張 出 部 を 長 さ 方 向 両 側 下 部 に 突 設 し た 下 張 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 下

張 出 部 の 上 に 配 置 す る 上 張 出 部 を 長 さ 方 向 両 側 上 部 に 突 設 し た 上 張 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 下

張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 下 張 出 部 の 上 に 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 上 張 出 部 を 配 置 し た 状 態 で

、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク と 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク を 連 結 す る 連 結 手 段 と を 備 え 、 前 記 連 結 手 段

が 縦 部 材 で あ り 、 前 記 上 張 出 部 と 前 記 下 張 出 部 に 挿 入 し た 前 記 縦 部 材 に よ り 前 記 上 張 出 部

と 前 記 下 張 出 部 と を 連 結 し 、 前 記 縦 部 材 は 抜 け 出 し を 防 止 す る 抜 け 出 し 防 止 構 造 を 備 え 、
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前 記 抜 け 出 し 防 止 構 造 は 、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 下 張 出 部 に 前 記 縦 部 材 の 下 部 を 挿 入

す る 下 挿 入 孔 を 形 成 し 、 前 記 下 挿 入 孔 に 対 応 し て 前 記 縦 部 材 の 上 部 を 挿 入 す る 上 挿 入 孔 を

前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 上 張 出 部 に 形 成 し 、 前 記 下 挿 入 孔 に 雌 螺 子 部 を 設 け る と 共 に 、

前 記 雌 螺 子 部 に 螺 合 す る 雄 螺 子 部 を 前 記 縦 部 材 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 請 求 項 ３ の 構 成 に よ れ ば 、 縦 部 材 の 雄 螺 子 部 を 下 挿 入 孔 の 雌 螺 子 部 に 螺 合 す る こ と に よ

り 、 抜 け 止 め 状 態 を 保 持 す る こ と が で き る 。 一 方 、 螺 合 を 解 除 す る こ と に よ り 、 縦 部 材 を

引 き 抜 く こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 下 張 出 部 を 長 さ 方 向 両 側 下 部 に 突 設 し た 下 張 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 下

張 出 部 の 上 に 配 置 す る 上 張 出 部 を 長 さ 方 向 両 側 上 部 に 突 設 し た 上 張 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 下

張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 下 張 出 部 の 上 に 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 上 張 出 部 を 配 置 し た 状 態 で

、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク と 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク を 連 結 す る 連 結 手 段 と を 備 え 、 前 記 連 結 手 段

が 縦 部 材 で あ り 、 前 記 上 張 出 部 と 前 記 下 張 出 部 に 挿 入 し た 前 記 縦 部 材 に よ り 前 記 上 張 出 部

と 前 記 下 張 出 部 と を 連 結 し 、 前 記 縦 部 材 は 抜 け 出 し を 防 止 す る 抜 け 出 し 防 止 構 造 を 備 え 、

前 記 抜 け 出 し 防 止 構 造 は 、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 下 張 出 部 に 前 記 縦 部 材 の 下 部 を 挿 入

す る 下 挿 入 孔 を 形 成 し 、 前 記 下 挿 入 孔 に 対 応 し て 前 記 縦 部 材 の 上 部 を 挿 入 す る 上 挿 入 孔 を

前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 上 張 出 部 に 形 成 し 、 前 記 縦 部 材 の 外 周 に 前 記 上 挿 入 孔 又 は 前 記

下 挿 入 孔 に 圧 接 す る 弾 性 抜 け 止 め 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 請 求 項 ４ の 構 成 に よ れ ば 、 縦 部 材 を 上 ， 下 挿 入 孔 に 挿 入 し 、 弾 性 抜 け 止 め 部 材 を 上 ， 下

挿 入 孔 の 少 な く と も 一 方 に 圧 接 す る こ と に よ り 、 縦 部 材 が 抜 け 難 く な る 。 一 方 、 所 定 以 上

の 力 で 引 き 上 げ る と 、 弾 性 抜 け 止 め 部 材 が 弾 性 変 形 す る こ と に よ り 、 縦 部 材 を 引 き 抜 く こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 下 張 出 部 を 長 さ 方 向 両 側 下 部 に 突 設 し た 下 張 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 下

張 出 部 の 上 に 配 置 す る 上 張 出 部 を 長 さ 方 向 両 側 上 部 に 突 設 し た 上 張 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 下

張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 下 張 出 部 の 上 に 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 上 張 出 部 を 配 置 し た 状 態 で

、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク と 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク を 連 結 す る 連 結 手 段 と を 備 え 、 前 記 連 結 手 段

が 縦 部 材 で あ り 、 前 記 上 張 出 部 と 前 記 下 張 出 部 に 挿 入 し た 前 記 縦 部 材 に よ り 前 記 上 張 出 部

と 前 記 下 張 出 部 と を 連 結 し 、 前 記 縦 部 材 は 抜 け 出 し を 防 止 す る 抜 け 出 し 防 止 構 造 を 備 え 、

前 記 抜 け 出 し 防 止 構 造 は 、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 下 張 出 部 に 前 記 縦 部 材 の 下 部 を 挿 入

す る 下 挿 入 孔 を 形 成 し 、 前 記 下 挿 入 孔 に 対 応 し て 前 記 縦 部 材 の 上 部 を 挿 入 す る 上 挿 入 孔 を

前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク の 前 記 上 張 出 部 に 形 成 し 、 前 記 縦 部 材 の 上 部 の 周 囲 に 固 定 部 を 設 け る

と 共 に 、 前 記 固 定 部 を 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク に 固 定 す る 固 定 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る

。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 請 求 項 ５ の 構 成 に よ れ ば 、 固 定 手 段 に よ り 固 定 部 を 上 張 出 ブ ロ ッ ク に 固 定 す る こ と に よ

り 、 抜 け 止 め 状 態 を 保 持 す る こ と が で き る 。 一 方 、 固 定 部 の 固 定 を 解 除 す る こ と に よ り 、

縦 部 材 を 引 き 抜 く こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 前 記 縦 部 材 の 上 部 に 前 記 上 挿 入 孔 を 塞 ぐ 蓋 体 を 設 け 、 前 記 蓋 体 の 周

囲 が 前 記 固 定 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 請 求 項 ６ の 構 成 に よ れ ば 、 蓋 体 に よ り 上 挿 入 孔 へ の ご み な ど の 侵 入 を 防 止 す る こ と が で

き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 発 明 は 、 複 数 の ブ ロ ッ ク を 並 べ た コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス に お い て 、 途 中 の ブ ロ

ッ ク を 単 独 で 容 易 に 取 り 外 す こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ を 示 す コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス の 側 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 同 上 、 縦 部 材 箇 所 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 同 上 、 切 欠 き 部 箇 所 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 同 上 、 コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス の 分 解 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 同 上 、 抜 け 止 め 構 造 の 要 部 の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 同 上 、 抜 け 止 め 構 造 の 説 明 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の 参 考 例 １ を 示 す 連 結 箇 所 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 本 発 明 の 参 考 例 ２ を 示 す コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス の 側 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 同 上 、 要 部 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 参 考 例 ３ を 示 す 一 部 を 切 り 欠 い た 要 部 の 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 同 上 、 一 部 を 切 り 欠 い た 要 部 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ を 示 す 要 部 の 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 同 上 、 要 部 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ を 示 す 要 部 の 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 同 上 、 要 部 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 参 考 例 ４ を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 参 考 例 ５ を 示 す コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス の 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ ８ 】 同 上 、 縦 部 材 箇 所 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 参 考 例 ６ を 示 す 平 面 説 明 図 で あ る 。

【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ を 示 す 抜 け 出 し 防 止 構 造 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ １ 】 同 上 、 抜 け 出 し 防 止 構 造 の 平 面 図 で あ り 、 図 ２ １ （ Ａ ） は リ ン グ 状 の 鍔 状 部 を

用 い た も の 、 図 ２ １ （ Ｂ ） は 操 作 部 を 設 け た 鍔 状 部 を 用 い た も の を 示 す 。

【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ を 示 す 抜 け 出 し 防 止 構 造 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ３ 】 同 上 、 抜 け 止 め 防 止 部 材 の 断 面 図 で あ り 、 図 ２ ３ （ Ａ ） は 変 形 前 の 状 態 、 図 ２

３ （ Ｂ ） は 変 形 後 の 状 態 を 示 す 。

【 図 ２ ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ６ を 示 す 抜 け 出 し 防 止 構 造 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ５ 】 同 上 、 抜 け 出 し 防 止 構 造 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ６ 】 本 発 明 の 参 考 例 ７ を 示 す 基 礎 ブ ロ ッ ク の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ ７ 】 本 発 明 の 参 考 例 ８ を 示 す 平 面 説 明 図 で あ る 。

【 図 ２ ８ 】 同 上 、 平 面 説 明 図 で あ る 。

【 図 ２ ９ 】 同 上 、 平 面 説 明 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 発 明 に お け る 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。

尚 、 以 下 に 説 明 す る 実 施 の 形 態 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 内 容 を 限 定 す る

も の で は な い 。 ま た 、 以 下 に 説 明 さ れ る 構 成 の 全 て が 、 本 発 明 の 必 須 要 件 で あ る と は 限 ら

な い 。 各 実 施 例 で は 、 従 来 と は 異 な る 新 規 な コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス を 採 用 す る こ と

に よ り 、 従 来 に な い コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス が 得 ら れ 、 そ の コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ

ン ス に つ い て 記 述 す る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ ３ １ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ ～ 図 ６ は 本 発 明 の 実 施 例 １

を 示 す 。 同 図 に 示 す よ う に 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 の コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス

１ （ 以 下 、 ガ ー ド フ ェ ン ス と い う ） は 、 複 数 の 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ と 、 こ の 下 張 出 ブ ロ ッ ク

２ の 長 手 方 向 端 部 に 連 結 す る 複 数 の 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ と 、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ と 前 記 上

張 出 ブ ロ ッ ク ３ と を 連 結 す る 連 結 手 段 と を 備 え 、 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ が 交 互 に 並 ん

で 連 結 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ の 長 さ 方 向 両 側 下 部 に は 、 下 張 出 部 ５ ， ５ が 突 設 さ れ 、 前 記 下 張

出 ブ ロ ッ ク ２ は 側 面 視 で 略 逆 Ｔ 字 形 を な す 。 ま た 、 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 長 さ 方 向 両 側

上 部 に は 、 上 張 出 部 ６ ， ６ が 突 設 さ れ 、 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ は 側 面 視 で 略 Ｔ 字 形 を な す

。 そ し て 、 前 記 下 張 出 部 ５ の 上 に 前 記 上 張 出 部 ６ を 配 置 し た 状 態 で 、 隣 り 合 う 下 張 出 ブ ロ

ッ ク ２ と 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ が 前 記 連 結 手 段 に よ り 連 結 さ れ る 。 尚 、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２

と 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ が 防 護 柵 ブ ロ ッ ク で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ４ な ど に 示 す よ う に 、 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ の 長 手 方 向 端 部 の 上 部 に は 、 該 下 張 出 ブ

ロ ッ ク ２ の 下 面 に 対 し て 略 垂 直 な 上 側 端 面 11が 設 け ら れ 、 こ の 上 側 端 面 11の 下 部 に 略 水 平

な 前 記 下 張 出 部 ５ の 上 面 ５ Ｕ が 位 置 し 、 こ の 上 面 ５ Ｕ の 外 端 部 か ら 下 方 に 向 か っ て 略 垂 直

な 前 記 下 張 出 部 ５ の 下 張 出 端 面 ５ Ｈ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 、 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 長 手 方 向 端 部 の 上 部 に は 、 該 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 下 面 に

対 し て 略 垂 直 な 前 記 上 張 出 部 ６ の 上 張 出 端 面 ６ Ｈ が 形 成 さ れ 、 こ の 上 張 出 端 面 ６ Ｈ の 下 部

に 略 水 平 な 前 記 上 張 出 部 ６ の 下 面 ６ Ｋ が 位 置 し 、 こ の 下 面 ６ Ｋ の 内 端 部 か ら 下 方 に 向 か っ

て 略 垂 直 な 下 側 端 面 12が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 ２ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ は 、 前 記 上 面 ５ Ｕ 及 び 下 面 ６ Ｋ

の 位 置 よ り 上 方 が 略 一 定 厚 さ に 形 成 さ れ 、 即 ち 、 両 側 の 上 側 面 部 13， 13が 平 行 で 略 垂 直 に

形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 前 記 上 面 ５ Ｕ 及 び 下 面 ６ Ｋ の 位 置 よ り 下 方 が 下 側 に 向 か っ て 幅 広

に な る よ う に 形 成 さ れ 、 即 ち 、 両 側 の 下 側 面 部 14， 14は 下 方 に 向 か っ て 拡 大 す る テ ー パ ー

状 に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 １ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 隣 り 合 う 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ と 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ と は 下 張 出

部 ５ の 上 に 上 張 出 部 ６ を 重 ね て 連 結 さ れ る 。 こ の 場 合 、 上 側 端 面 11と 上 張 出 端 面 ６ Ｈ の 間

に は 縦 方 向 の 上 目 地 部 101が 設 け ら れ 、 下 側 端 面 12と 下 張 出 端 面 ５ Ｈ と の 間 に は 縦 方 向 の

下 目 地 部 102が 設 け ら れ 、 そ れ ら 上 ， 下 目 地 部 101， 102は 隙 間 で あ っ て 、 充 填 材 な ど は 充

填 さ れ て い な い 。 ま た 、 下 張 出 部 ５ の 上 面 ５ Ｕ に 上 張 出 部 ６ の 下 面 ６ Ｋ が 載 置 さ れ 、 上 面

５ Ｕ と 下 面 ６ Ｋ の 間 に 目 地 材 な ど は 設 け ら れ て お ら ず 、 上 面 ５ Ｕ と 下 面 ６ Ｋ と は 縁 が 切 れ

て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 前 記 重 ね 合 わ せ た 上 ， 下 張 出 部 ６ ， ５ に は 、 縦 部 材 た る 鋼 管 15を 挿 入 す る 上 ， 下 挿 入 孔

16， 17を 縦 設 し 、 こ れ ら 上 ， 下 挿 入 孔 16， 17は 平 面 形 状 が 同 形 で あ っ て 上 下 に 連 通 す る 。

尚 、 図 ２ な ど に 示 す よ う に 、 上 挿 入 孔 16は 上 張 出 部 ６ に 貫 通 形 成 さ れ 、 一 方 、 下 挿 入 孔 17

の 下 部 は 閉 塞 部 17Ａ に よ り 閉 塞 し て い る 。 尚 、 下 挿 入 孔 17の 下 端 が 下 張 出 部 ５ の 下 面 に 開

口 す る よ う に 下 挿 入 孔 17を 下 張 出 部 ５ に 貫 通 形 成 し て も よ い 。 そ し て 、 連 通 す る 上 ， 下 挿

入 孔 16， 17に 上 方 か ら 前 記 鋼 管 15を 挿 入 す る こ と に よ り 隣 り 合 う 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ と 上 張

出 ブ ロ ッ ク ３ を 連 結 し て お り 、 前 記 鋼 管 15に よ り 連 結 手 段 を 構 成 し て い る 。 尚 、 上 ， 下 張

出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ の 重 量 は 、 鋼 管 15を 除 い て １ ． ５ ト ン 以 下 と す る こ と が 運 搬 や 施 工 の 面

か ら 好 ま し い 。 ま た 、 鋼 管 15は 上 ， 下 挿 入 孔 16， 17の 略 全 長 に 挿 入 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ま た 、 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ 及 び 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 交 換 す る 際 、 鋼 管 15を 引 き 抜 く 必 要 が

あ る か ら 、 鋼 管 15の 上 部 の 内 周 面 に 引 き 抜 き 用 突 起 （ 図 示 せ ず ） な ど の 操 作 部 を 設 け る こ

と が 好 ま し い 。 さ ら に 、 鋼 管 15の 外 周 面 と 上 ， 下 挿 入 孔 16， 17と の 間 に は 接 着 性 を 有 す る

充 填 材 を 充 填 し て 固 定 す る こ と な く 、 鋼 管 15を 上 方 に 引 き 抜 き 可 能 に 構 成 し て い る 。 こ の

た め 上 ， 下 挿 入 孔 16， 17の 内 周 面 と 鋼 管 15の 外 周 面 と の 間 に は 所 定 の 隙 間 を 設 け て お り 、

挿 入 孔 16， 17の 内 径 寸 法 に 比 べ て 鋼 管 15の 外 径 寸 法 が 小 さ い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 前 記 コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス １ は 、 基 礎 ブ ロ ッ ク 21を 備 え る 。 こ の 基 礎 ブ ロ ッ ク 21

は 略 平 坦 な 上 面 と 下 面 を 有 し 、 略 一 定 な 厚 さ を 有 す る 。 ま た 、 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク 21は 、 道
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路 の 長 さ 方 向 に 連 続 し て 形 成 さ れ た り 、 間 隔 を お い て 飛 び 石 状 に 不 連 続 で 配 置 さ れ た り し

、 さ ら に 、 現 場 打 ち コ ン ク リ ー ト に よ り 形 成 さ れ た り 、 複 数 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト

ブ ロ ッ ク を 敷 設 し た り し て な る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 尚 、 複 数 の 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク 21を 、 間 隔 を お い て 飛 び 石 状 に 不 連 続 で 配 置 す る 場 合 、 基

礎 ブ ロ ッ ク 21の 間 に は 舗 装 層 が 設 け ら れ る 。 そ し て 、 コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス １ を 中

央 分 離 帯 に 設 け 、 両 側 の 道 路 を 透 水 性 舗 装 に し た 場 合 、 基 礎 ブ ロ ッ ク 21の 間 に 透 水 性 舗 装

層 を 設 け る こ と に よ り 、 コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス １ の 両 側 の 透 水 性 舗 装 層 間 に お け る

通 水 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 前 記 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ と 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク 21と は 凹 凸 嵌 合 構 造 に よ り 凹 凸 嵌 合

す る 。 こ の 凹 凸 嵌 合 の た め に 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ の 長 さ 方 向 両 側 で 、 平 坦 な 下 面 に

嵌 合 凸 部 22， 22， 23， 23を 設 け る と 共 に 、 こ れ ら 嵌 合 凸 部 22， 22， 23， 23が 嵌 入 す る 嵌 合

凹 部 24， 24を 、 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク 21の 上 面 に 設 け て い る 。 尚 、 嵌 合 凹 部 24， 24を 、 基 礎 ブ

ロ ッ ク 21の 上 面 と 下 面 と を 貫 通 す る 貫 通 孔 状 に 形 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ま た 、 両 側 の 嵌 合 凸 部 22， 22， 23， 23の 間 に は 切 欠 き 部 25を 設 け 、 こ の 切 欠 き 部 25は 左

右 方 向 両 側 の 前 記 下 側 面 部 14， 14に 開 口 し て お り 、 前 記 切 欠 き 部 25の 上 部 に 位 置 す る 横 方

向 の 支 持 面 26が 、 持 ち 上 げ 運 搬 手 段 た る ハ ン ド リ フ ト （ 図 示 せ ず ） な ど の フ ォ ー ク の 上 面

に よ り 支 持 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ の 嵌 合 凸 部 22， 22は 、 下 側 端 面 12側 を 除 い た ３ つ の 側 面 部 22Ａ ， 22Ａ

， 22Ａ が 、 該 嵌 合 凸 部 22の 面 積 が 下 方 に 向 か っ て 縮 小 す る よ う に 下 方 に 向 か っ て 内 側 に 傾

斜 し て 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 嵌 合 凸 部 23， 23は 、 下 張 出 端 面 ５ Ｈ 側

を 除 い た ３ つ の 側 面 部 23Ａ ， 23Ａ ， 23Ａ が 、 該 嵌 合 凸 部 23の 面 積 が 下 方 に 向 か っ て 縮 小 す

る よ う に 下 方 に 向 か っ て 内 側 に 傾 斜 し て 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 前 記 嵌 合 凸 部 22， 23に

対 応 し て 、 嵌 合 凹 部 24の 側 面 部 24Ａ も 斜 め に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ま た 、 図 ２ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 前 記 嵌 合 凹 部 24に お い て 、 前 後 長 さ 方 向 の 側 面 部 24Ａ

， 24Ａ に 緩 衝 用 ゴ ム な ど の シ ー ト 状 弾 性 部 材 27を 配 置 し て い る 。 尚 、 左 右 幅 方 向 の 側 面 部

24Ａ に も 弾 性 部 材 27を 配 置 し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 新 設 時 の 施 工 に お い て 、 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク 21は 、 道 路 の 舗 装 面 28と 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク 21

の 上 面 と が 略 面 一 に な る よ う に 道 路 に 埋 設 固 定 さ れ て い る 。 尚 、 前 記 舗 装 面 28は 、 コ ン ク

リ ー ト 舗 装 又 は ア ス フ ァ ル ト 舗 装 な ど に よ り 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 そ し て 、 嵌 合 凹 部 24に 嵌 合 凸 部 22， 23を 挿 入 す る よ う に し て 複 数 の 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク

３ ， ２ を 基 礎 ブ ロ ッ ク 21上 に 設 置 す る 。 こ の 場 合 、 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 据 付 位 置 の 両 側 の

下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ ， ２ を 設 置 し た 後 、 こ れ ら 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ ， ２ の 間 に 上 張 出 ブ ロ ッ ク

３ を 設 置 し 、 上 ， 下 挿 入 孔 16， 17に 鋼 管 15を 挿 入 す る こ と に よ り 、 隣 り 合 う 上 ， 下 張 出 ブ

ロ ッ ク ３ ， ２ を 連 結 す る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ま た 、 鋼 管 15に よ り 連 結 す る 場 合 、 基 礎 ブ ロ ッ ク 21と 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ と を 目

地 材 な ど に よ り 固 定 す る こ と は な く 、 縁 が 切 れ た 状 態 と し 、 ま た 、 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３

， ２ 同 士 も 目 地 材 等 を 用 い る こ と な く 、 縁 が 切 れ た 状 態 と す る 。 即 ち 、 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ は

、 隣 り 合 う ブ ロ ッ ク ３ ， ２ が 鋼 管 15に よ り 連 結 さ れ る と 共 に 、 基 礎 ブ ロ ッ ク 21と 凹 凸 嵌 合

す る 以 外 は 、 他 に 固 定 や 接 着 な ど は 施 さ れ て い な い 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 そ し て 、 複 数 の 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ ・ ・ ・ が 鋼 管 15・ ・ ・ に よ り 一 体 的 に 連 結 さ

れ 、 そ れ ら 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ ・ ・ ・ が 基 礎 ブ ロ ッ ク 21と 凹 凸 嵌 合 す る こ と に よ り
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、 車 両 衝 突 時 な ど に お い て 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ に 加 わ る 衝 撃 力 を ガ ー ド フ ェ ン ス １

全 体 で 吸 収 す る こ と が で き る 。 尚 、 本 実 施 例 の ガ ー ド フ ェ ン ス １ は 道 路 の 中 央 分 離 帯 や 路

肩 側 に 設 け ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 次 に 、 前 記 ガ ー ド フ ェ ン ス １ の 補 修 方 法 等 に つ き 説 明 す る 。 車 両 な ど の 衝 突 に よ り ガ ー

ド フ ェ ン ス １ を 部 分 的 に 補 修 交 換 す る 際 、 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 取 り 外 す に は 、 両 側 の 鋼 管

15， 15を 引 き 上 げ 、 少 な く と も 鋼 管 15の 下 部 を 下 挿 入 孔 17か ら 抜 き 取 る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 こ の 後 、 切 欠 き 部 25に ハ ン ド リ フ ト の フ ォ ー ク を 挿 入 し 、 フ ォ ー ク で 支 持 面 26を 支 持 し

て 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 略 垂 直 に 持 ち 上 げ 、 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 左 右 一 方 に 移 動 す る こ と に

よ り 、 ガ ー ド フ ェ ン ス １ の 途 中 か ら 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 取 り 外 す こ と が で き 、 こ の ま ま ハ

ン ド リ フ ト で 移 送 し て 撤 去 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ま た 、 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ を 取 り 外 す 場 合 は 、 両 側 の 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ３ を 取 り 外 し た

後 、 同 様 に 切 欠 き 部 25を 用 い て ハ ン ド リ フ ト 等 に よ り 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ を 取 り 外 し て 移 送

す る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 尚 、 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ の 移 送 の 際 に は 、 ２ 台 の ハ ン ド リ フ ト を 用 い る こ と が 好

ま し く 、 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ の 左 右 方 向 一 側 か ら 切 欠 き 部 25に ２ 台 の ハ ン ド リ フ ト

の フ ォ ー ク を 挿 入 し て 移 送 し た り 、 左 右 両 側 に １ 台 ず つ ハ ン ド リ フ ト を 配 置 し 、 逆 方 向 か

ら 切 欠 き 部 25に フ ォ ー ク を 挿 入 し て 移 送 し た り す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 新 し い 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 設 置 す る に は 、 同 様 に 切 欠 き 部 25に フ ォ ー ク を 挿 入

し 、 ２ 台 の ハ ン ド リ フ ト に よ り 新 し い 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 移 送 し 、 両 側 の 下 張 出 ブ ロ ッ ク

２ ， ２ の 間 に 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 降 ろ す 。 こ う す る と 、 下 部 の 嵌 合 凸 部 23， 23が 嵌 合 凹 部

24に 嵌 合 す る こ と に よ り 、 両 側 の 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ ， ２ に 対 し て 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 左 右

が 位 置 決 め さ れ 、 上 ， 下 挿 入 孔 16， 17同 士 も 位 置 決 め さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 そ し て 、 上 ， 下 挿 入 孔 16， 17に 鋼 管 15を 挿 入 し 、 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 両 側 の 下 張 出 ブ ロ

ッ ク ２ ， ２ に 連 結 す る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 こ の よ う に 基 礎 ブ ロ ッ ク 21を 用 い 、 基 礎 ブ ロ ッ ク 21と 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ が 凹 凸

嵌 合 す る と 共 に 、 隣 り 合 う 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 鋼 管 15に よ り 連 結 す る た め 、 目 地

モ ル タ ル や 不 陸 調 整 モ ル タ ル な ど を 用 い る 必 要 が な く 、 復 元 工 事 の 簡 略 化 を 図 る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 下 張 出 部 ５ を 長 さ 方 向 両 側 下 部 に 突 設 し た 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２

と 、 下 張 出 部 ５ の 上 に 配 置 す る 上 張 出 部 ６ を 長 さ 方 向 両 側 上 部 に 突 設 し た 上 張 出 ブ ロ ッ ク

３ と 、 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ の 下 張 出 部 ５ の 上 に 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 上 張 出 部 ６ を 配 置 し た 状

態 で 、 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ と 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 連 結 す る 連 結 手 段 た る 鋼 管 15と を 備 え る か

ら 、 鋼 管 15に よ る 連 結 を 解 除 す る こ と に よ り 、 途 中 の 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 持 ち 上 げ て 取 り

外 す こ と が で き 、 ま た 、 両 側 の 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ３ を 取 り 外 す こ と に よ り 、 間 の 下 張 出

ブ ロ ッ ク ２ を 持 ち 上 げ て 取 り 外 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 路 面 た る 舗 装 面 28に 設 け る 基 礎 ブ ロ ッ ク 21を 備 え 、 基

礎 ブ ロ ッ ク 21上 に 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ 又 は ／ 及 び 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 凹 凸 嵌 合 し た か ら 、 凹

凸 嵌 合 の 部 分 が 車 両 衝 突 時 に 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ の 滑 動 抵 抗 と し て 機 能 す る 。 ま た

、 い っ た ん 取 り 外 し た ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 元 の 位 置 に 戻 す と き 、 凹 凸 嵌 合 が ガ イ ド と な る か

ら 位 置 決 め が 容 易 と な る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】
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　 ま た 、 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 前 記 連 結 手 段 が 縦 部 材 た る 鋼 管 15で あ り 、 上 張 出 部 ６

と 下 張 出 部 ５ に 挿 入 し た 鋼 管 15に よ り 上 張 出 部 ６ と 下 張 出 部 ５ と を 連 結 す る か ら 、 長 さ 方

向 の Ｐ Ｃ 鋼 材 を 用 い た 連 結 に 比 べ て 、 連 結 解 除 作 業 が 容 易 と な り 、 途 中 の 上 ， 下 張 出 ブ ロ

ッ ク ３ ， ２ の 取 り 外 し を 簡 便 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ 及 び 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 側 面 下 部 に

は 、 切 欠 き 部 25を 設 け 、 切 欠 き 部 25は 、 左 右 方 向 両 側 の 側 面 に 開 口 す る と 共 に 、 下 張 出 ブ

ロ ッ ク ２ 又 は 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 持 ち 上 げ て 運 搬 す る 持 ち 上 げ 運 搬 手 段 の フ ォ ー ク に よ り

支 持 さ れ る 支 持 面 26を 有 す る か ら 、 緊 急 時 等 に は 切 欠 き 部 25に 持 ち 上 げ 運 搬 手 段 た る ハ ン

ド リ フ ト な ど の フ ォ ー ク を 挿 入 し て 人 力 で 移 動 ・ 再 設 置 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ま た 、 実 施 例 上 の 効 果 と し て 、 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ は 前 後 長 さ 方 向 に お い て 対 称

で あ る か ら 、 設 置 時 に 前 後 向 き を 合 わ せ る 必 要 が な い 。 さ ら に 、 上 側 端 面 11と 上 張 出 端 面

６ Ｈ の 間 に は 、 隙 間 た る 縦 方 向 の 上 目 地 部 101を 設 け 、 下 側 端 面 12と 下 張 出 端 面 ５ Ｈ と の

間 に は 、 隙 間 た る 縦 方 向 の 下 目 地 部 102が 設 け た か ら 、 鋼 管 15に よ る 連 結 を 解 除 し た 後 、

上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を ス ム ー ズ に 持 ち 上 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 下 張 出 ブ ロ ッ ク

２ の 嵌 合 凸 部 22， 22は 下 側 端 面 12側 を 除 い た ３ つ の 側 面 部 22Ａ ， 22Ａ ， 22Ａ が 、 該 嵌 合 凸

部 22の 面 積 が 下 方 に 向 か っ て 縮 小 す る よ う に 傾 斜 し て 設 け ら れ 、 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 嵌 合

凸 部 23， 23は 下 張 出 端 面 ５ Ｈ 側 を 除 い た ３ つ の 側 面 部 23Ａ ， 23Ａ ， 23Ａ が 、 該 嵌 合 凸 部 23

の 面 積 が 下 方 に 向 か っ て 縮 小 す る よ う に 傾 斜 し て 設 け ら れ 、 前 記 嵌 合 凸 部 22， 23に 対 応 し

て 、 嵌 合 凹 部 24の 側 面 部 24Ａ も 斜 め に 形 成 さ れ て い る か ら 、 凹 凸 嵌 合 を ス ム ー ズ に 行 う こ

と が で き る 。 ま た 、 嵌 合 凸 部 22， 23の 左 右 幅 は 、 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ の 底 面 の 左 右

幅 と 略 同 一 で あ る か ら 、 嵌 合 強 度 に 優 れ た も の と な る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 ま た 、 図 ５ 及 び 図 ６ は 前 記 縦 部 材 の 抜 け 止 め 構 造 を 示 し て い る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 前

記 下 挿 入 孔 17の 下 部 側 に 横 方 向 の 抜 け 止 め 部 材 31を 固 設 し 、 こ の 抜 け 止 め 部 材 31は 円 形 の

金 属 棒 や 鋼 製 パ イ プ な ど か ら な り 、 前 記 下 挿 入 孔 17の 直 径 方 向 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、

前 記 鋼 管 15の 下 縁 15Ｆ に は 、 １ ８ ０ 度 対 向 す る 位 置 に 、 該 鋼 管 15の 回 転 に よ り 前 記 抜 け 止

め 部 材 31が 係 脱 す る 切 欠 き 係 止 溝 32， 32が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 前 記 切 欠 き 係 止 溝 32は 、 前 記 下 縁 15Ｆ に 形 成 さ れ た 縦 方 向 の 下 縦 溝 部 32Ａ と 、 こ の 下 縦

溝 部 32Ａ の 上 端 か ら 周 方 向 一 側 に 形 成 さ れ た 横 溝 部 32Ｂ と 、 こ の 横 溝 部 32Ｂ の 端 部 か ら 上

方 に 形 成 さ れ た 縦 方 向 の 上 縦 溝 部 32Ｃ と を 有 す る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 し た が っ て 、 抜 け 止 め 部 材 31に 下 縦 溝 部 32Ａ を 合 わ せ た 状 態 で 、 鋼 管 15の 下 部 を 下 縦 溝

部 32Ａ に 挿 入 し 、 抜 け 止 め 部 材 31が 横 溝 部 32Ｂ の 上 縁 に 当 接 し た ら 、 鋼 管 15を 横 溝 部 32Ｂ

の 方 向 に 回 転 し 、 抜 け 止 め 部 材 31が 上 縦 溝 部 32Ｃ に 当 接 し た 後 、 鋼 管 15を 更 に 下 に 押 し て

上 縦 溝 部 32Ｃ に 挿 入 す る こ と に よ り 、 抜 け 止 め 部 材 31が 上 縦 溝 部 32Ｃ の 上 部 に 係 止 し 、 鋼

管 15が 回 り 止 め 状 態 と な り 、 且 つ 抜 け 止 め 状 態 と な る 。 一 方 、 抜 け 止 め 部 材 31が 上 縦 溝 部

32Ｃ に 係 止 し た 状 態 か ら 、 鋼 管 15を 上 方 に 引 き 上 げ 、 逆 方 向 に 回 転 し た 後 、 引 き 上 げ る こ

と に よ り 係 止 が 解 除 さ れ 、 鋼 管 15を 下 挿 入 孔 17か ら 引 き 抜 く こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 長 さ 方 向 の 途 中 で 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 単 独 で 取 り 外

す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 請 求 項 ２ に 対 応 し て 、 前 記 縦 部 材 た る 鋼 管 15の 抜 け 出

し を 防 止 す る 抜 け 出 し 防 止 構 造 を 備 え る か ら 、 鋼 管 15の 抜 け 出 し を 防 止 す る こ と に よ り 、

連 結 が 不 用 意 に 解 除 さ れ る こ と を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 請 求 項 ２ に 対 応 し て 、 縦 部 材 た る 鋼 管 15が 円 筒 状 を な
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し 、 抜 け 出 し 防 止 構 造 は 、 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ の 下 張 出 部 ５ に 鋼 管 15の 下 部 を 挿 入 す る 下 挿

入 孔 17を 形 成 し 、 下 挿 入 孔 17に 対 応 し て 鋼 管 15の 上 部 を 挿 入 す る 上 挿 入 孔 16を 上 張 出 ブ ロ

ッ ク ３ の 上 張 出 部 ６ に 形 成 し 、 下 挿 入 孔 17に 横 方 向 の 抜 け 止 め 部 材 31を 設 け 、 鋼 管 15の 下

部 に 回 転 に よ り 抜 け 止 め 部 材 31に 係 脱 す る 切 欠 き 係 止 溝 32を 設 け て な る か ら 、 鋼 管 15を 回

転 し て 抜 け 止 め 部 材 31に 係 止 す る こ と に よ り 、 抜 け 止 め 状 態 を 保 持 す る こ と が で き 、 一 方

、 鋼 管 15を 逆 方 向 に 回 転 し て 抜 け 止 め 部 材 31と の 係 止 を 解 除 す る こ と に よ り 、 鋼 管 15を 引

き 抜 く こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 ま た 、 実 施 例 上 の 効 果 と し て 、 抜 け 止 め 構 造 は 長 さ 方 向 の 抜 け 止 め 部 た る 横 溝 部 32Ｂ と

、 回 転 方 向 の 抜 け 止 め 部 た る 上 縦 溝 部 32Ｃ と を 備 え る か ら 、 連 結 が 不 用 意 に 解 除 さ れ る こ

と を 確 実 に 防 止 で き る 。

［ 参 考 例 １ ］

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 図 ７ は 本 発 明 の 参 考 例 １ を 示 し 、 上 記 実 施 例 と 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を

省 略 し て 詳 述 す る と 、 こ の 例 で は 、 曲 線 敷 設 に 適 し た ガ ー ド フ ェ ン ス １ を 示 す 。 同 図 に 示

す よ う に 、 前 記 下 張 出 部 ５ の 前 記 下 張 出 端 面 ５ Ｈ の 左 右 の 直 角 な 角 部 を 切 欠 い て 角 切 欠 き

部 ７ ， ７ を 設 け 、 前 記 下 張 出 端 面 ５ Ｈ を 、 一 定 で 大 き な 曲 率 の 湾 曲 凸 面 41に 形 成 し 、 前 記

上 張 出 部 ６ の 前 記 上 張 出 端 面 ６ Ｈ の 左 右 角 部 を 切 欠 い て 角 切 欠 き 部 ７ ， ７ を 設 け 、 前 記 上

張 出 端 面 ６ Ｈ を 、 一 定 で 大 き な 曲 率 の 湾 曲 凸 面 42に 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 し た が っ て 、 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 曲 線 施 工 し て も 、 長 さ 方 向 端 部 同 士 が 干 渉 す

る こ と が な く 、 鋼 管 15を 中 心 と し て 隣 り 合 う 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ と 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 長 さ

方 向 に 角 度 を 設 け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 こ の よ う に 本 参 考 例 で は 、 長 さ 方 向 の 途 中 で 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 単 独 で 取 り 外

す こ と が で き 、 上 記 実 施 例 と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 本 参 考 例 で は 、 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ 及 び ／ 又 は 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 長 さ

方 向 端 部 の 角 部 を 切 欠 い た か ら 、 曲 線 施 工 へ の 対 応 が 可 能 と な る 。

［ 参 考 例 ２ ］

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 図 ８ ～ 図 ９ は 本 発 明 の 参 考 例 ２ を 示 し 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を

付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 し て 詳 述 す る と 、 こ の 例 で は 、 前 記 連 結 手 段 と し て 、 長 さ 方 向 の 斜

め ボ ル ト 51を 用 い て い る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 隣 り 合 う 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ の 上 目

地 部 101を 挟 ん で 、 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ と 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 一 方 と 他 方 の 上 側 面 部 13， 13

に そ れ ぞ れ 凹 部 52， 52Ａ を 形 成 し 、 こ れ ら 凹 部 52， 52Ａ を 連 通 す る ボ ル ト 挿 通 孔 53， 53Ａ

を 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ と 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ に 設 け て い る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 尚 、 こ の 例 で は 、 上 目 地 部 101に 跨 っ て 設 け る 斜 め ボ ル ト 51， 51・ ・ ・ は 平 面 に お い て

同 一 方 向 に 傾 斜 し て い る 。 即 ち 、 上 目 地 部 101の 長 さ 方 向 一 側 （ 図 ８ 中 で 左 側 ） の 凹 部 52

が 左 右 方 向 一 側 （ 図 ９ 中 で 下 側 ） に 設 け ら れ 、 上 目 地 部 101の 長 さ 方 向 他 側 （ 図 ８ 中 で 右

側 ） の 凹 部 52が 左 右 方 向 他 側 （ 図 ９ 中 で 上 側 ） に 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 前 記 凹 部 52， 52Ａ は 前 記 ボ ル ト 挿 通 孔 53， 53Ａ と 交 差 方 向 の 定 着 面 54， 54Ａ を 有 し 、 こ

れ ら 定 着 面 54， 54Ａ に 前 記 ボ ル ト 挿 通 孔 53， 53Ａ が 開 口 し て い る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 尚 、 ボ ル ト 挿 通 孔 53， 53Ａ は 斜 め ボ ル ト 51よ り 大 径 で あ り 、 ボ ル ト 挿 通 孔 53， 53Ａ に 斜

め ボ ル ト 51が 遊 挿 さ れ る 。 ま た 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 斜 め ボ ル ト 51は 上 目 地 部 101に 跨 っ

て 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ の 長 さ 方 向 と 交 差 す る 斜 め 方 向 に 用 い ら れ る も の で あ る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】
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　 そ し て 、 ボ ル ト 挿 通 孔 53， 53Ａ に 斜 め ボ ル ト 51を 挿 通 し 、 こ の 斜 め ボ ル ト 51は 両 側 に 雄

螺 子 部 を 有 し 、 螺 子 部 に 螺 合 し た ナ ッ ト 50， 50を 定 着 面 54， 54Ａ に 定 着 す る こ と に よ り 、

上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 連 結 す る こ と が で き る 。 こ の 連 結 状 態 で 、 斜 め ボ ル ト 51の 端

部 及 び ナ ッ ト 50は 凹 部 52， 52Ａ 内 に 収 納 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 こ の よ う に 本 参 考 例 で は 、 斜 め ボ ル ト 51を 外 し て 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 単 独 で 取

り 外 す こ と が で き 、 上 記 実 施 例 と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 本 参 考 例 で は 、 前 記 連 結 手 段 が 長 さ 方 向 の ボ ル ト た る 斜 め ボ ル ト 51で

あ り 、 斜 め ボ ル ト 51に よ り 隣 り 合 う 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ と 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ と を 連 結 す る こ

と が で き る 。

［ 参 考 例 ３ ］

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 図 １ ０ 及 び 図 １ １ は 本 発 明 の 参 考 例 ３ を 示 し 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 一 部 分 に 同 一

符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 し て 詳 述 す る と 、 こ の 例 で は 、 前 記 連 結 手 段 と し て 、 長 さ 方

向 の 湾 曲 ボ ル ト 55を 用 い て い る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 隣 り 合 う 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２

の 上 目 地 部 101を 挟 ん で 、 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ の 上 面 に そ れ ぞ れ 凹 部 56， 56を 形 成

し 、 こ れ ら 凹 部 56， 56を 連 通 す る 湾 曲 状 の ボ ル ト 挿 通 孔 57， 57を 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ，

２ に 設 け て い る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 前 記 凹 部 56， 56は 前 記 ボ ル ト 挿 通 孔 57， 57と 交 差 方 向 の 定 着 面 58， 58を 有 し 、 前 記 定 着

面 58に ボ ル ト 挿 通 孔 57が 開 口 し て い る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 そ し て 、 ボ ル ト 挿 通 孔 57， 57に 湾 曲 ボ ル ト 55を 挿 通 し 、 こ の 湾 曲 ボ ル ト 55は 両 側 に 雄 螺

子 部 を 有 し 、 螺 子 部 に 螺 合 し た ナ ッ ト 59， 59を 定 着 面 58， 58に 定 着 す る こ と に よ り 、 上 ，

下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 連 結 す る こ と が で き る 。 こ の 連 結 状 態 で 、 湾 曲 ボ ル ト 55の 端 部 及

び ナ ッ ト 59は 凹 部 56， 56Ａ 内 に 収 納 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 こ の よ う に 本 参 考 例 で は 、 湾 曲 ボ ル ト 55を 外 し て 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 単 独 で 取

り 外 す こ と が で き 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 本 参 考 例 で は 、 前 記 連 結 手 段 が 長 さ 方 向 の ボ ル ト た る 湾 曲 ボ ル ト 55で

あ り 、 湾 曲 ボ ル ト 55に よ り 隣 り 合 う 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ と 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ と を 連 結 す る こ

と が で き る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ を 示 し 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 一 部 分 に 同 一

符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 し て 詳 述 す る と 、 こ の 例 の 連 結 手 段 は 、 隣 り 合 う 前 記 下 張 出

ブ ロ ッ ク ２ の 外 面 と 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 外 面 と に 跨 っ て 設 け る 連 結 部 材 た る 連 結 プ レ

ー ト 61と 、 前 記 連 結 プ レ ー ト 61を 前 記 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ と 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ に 固 定 す

る 螺 子 式 の 固 定 部 材 た る 両 螺 子 ボ ル ト 62， 62又 は 頭 部 付 き ボ ル ト と を 備 え る 。 尚 、 連 結 プ

レ ー ト 61は 、 硬 質 材 料 製 で 例 え ば 金 属 製 の も の が 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 ま た 、 前 記 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ の 両 側 の 上 側 面 部 13， 13の 上 側 に 凹 部 63， 63を 形

成 す る 。 ま た 、 前 記 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ に は 、 両 側 の 前 記 凹 部 63， 63を 連 通 す る よ

う に ボ ル ト 挿 通 孔 64を 穿 設 し て い る 。 ま た 、 前 記 ボ ル ト 挿 通 孔 64に 対 応 し て 、 前 記 連 結 プ

レ ー ト 61に は 透 孔 65が 穿 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 そ し て 、 両 側 の 凹 部 63， 63内 に 連 結 プ レ ー ト 61， 61を 配 置 し 、 ボ ル ト 挿 通 孔 64及 び 透 孔

65， 65に 両 螺 子 ボ ル ト 62を 挿 通 し 、 こ の 両 螺 子 ボ ル ト 62の 両 端 に ナ ッ ト 66， 66を 螺 合 し て
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締 め 付 け る こ と に よ り 、 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 連 結 す る こ と が で き る 。 ま た 、 連 結

状 態 で 、 連 結 プ レ ー ト 61， 両 螺 子 ボ ル ト 62の 両 端 及 び ナ ッ ト 66は 凹 部 63内 に 収 納 さ れ 、 上

側 面 部 13よ り 外 側 に 出 っ 張 る こ と が な い 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 連 結 プ レ ー ト 61と 両 螺 子 ボ ル ト 62を 外 し て 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ

ク ３ ， ２ を 単 独 で 取 り 外 す こ と が で き 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 奏 す

る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 請 求 項 １ に 対 応 し て 、 前 記 連 結 手 段 は 、 隣 り 合 う 下 張

出 ブ ロ ッ ク ２ の 外 面 と 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 外 面 と に 跨 っ て 設 け る 連 結 部 材 た る 連 結 プ レ ー

ト 61と 、 連 結 プ レ ー ト 61を 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ と 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ に 固 定 す る 固 定 部 材 た る

両 螺 子 ボ ル ト 62と を 備 え る か ら 、 連 結 プ レ ー ト 61と 両 螺 子 ボ ル ト 62に よ り 隣 り 合 う 下 張 出

ブ ロ ッ ク ２ と 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 連 結 す る こ と が で き る 。

【 実 施 例 ３ 】

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ は 本 発 明 の 実 施 例 ３ を 示 し 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 一 部 分 に 同 一

符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 し て 詳 述 す る と 、 こ の 例 で は 、 前 記 凹 部 63を 前 記 上 側 面 部 13

の 高 さ 方 向 の 略 全 長 に 形 成 し 、 さ ら に 、 両 側 の 凹 部 63， 63の 上 部 を 連 結 す る よ う に 前 記 上

， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ の 上 面 に 上 凹 部 63Ｕ を 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 ま た 、 連 結 プ レ ー ト 61は 、 凹 部 63， 63内 に 収 納 状 態 で 配 置 す る 側 面 プ レ ー ト 61Ｓ ， 61Ｓ

と 、 こ れ ら 側 面 プ レ ー ト 61Ｓ ， 61Ｓ の 上 部 を 連 結 し 、 前 記 上 凹 部 63Ｕ 内 に 収 納 状 態 で 配 置

す る 上 面 プ レ ー ト 61Ｕ と を 一 体 に 備 え る 。 さ ら に 、 前 記 ボ ル ト 挿 通 孔 64及 び 透 孔 65が 上 下

多 段 に 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 連 結 プ レ ー ト 61と 両 螺 子 ボ ル ト 62を 外 し て 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ

ク ３ ， ２ を 単 独 で 取 り 外 す こ と が で き 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 奏 す

る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 請 求 項 １ に 対 応 し て 、 前 記 連 結 手 段 は 、 隣 り 合 う 下 張

出 ブ ロ ッ ク ２ の 外 面 と 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 外 面 と に 跨 っ て 設 け る 連 結 部 材 た る 連 結 プ レ ー

ト 61と 、 連 結 プ レ ー ト 61を 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ と 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ に 固 定 す る 固 定 部 材 た る

両 螺 子 ボ ル ト 62と を 備 え る か ら 、 連 結 プ レ ー ト 61と 両 螺 子 ボ ル ト 62に よ り 隣 り 合 う 下 張 出

ブ ロ ッ ク ２ と 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 連 結 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 ま た 、 実 施 例 上 の 効 果 と し て 、 連 結 プ レ ー ト 61は 、 凹 部 63， 63内 に 配 置 す る 側 面 プ レ ー

ト 61Ｓ ， 61Ｓ と 、 こ れ ら 側 面 プ レ ー ト 61Ｓ ， 61Ｓ の 上 部 を 連 結 し 、 前 記 上 凹 部 63Ｕ 内 に 配

置 す る 上 面 プ レ ー ト 61Ｕ と を 一 体 に 備 え る か ら 、 連 結 強 度 に 優 れ た も の と な る 。

［ 参 考 例 ４ ］

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 図 １ ６ は 本 発 明 の 参 考 例 ４ を 示 し 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し

、 そ の 説 明 を 省 略 し て 詳 述 す る と 、 こ の 例 で は 基 礎 ブ ロ ッ ク 21を 用 い て お ら ず 、 上 ， 下 張

出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ の 下 部 に 平 板 部 71を 一 体 に 設 け 、 こ の 平 板 部 71の 下 面 71Ｋ を 平 坦 に 形 成

し て い る 。 尚 、 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ の 連 結 構 造 は 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 の も の を 用

い る こ と が で き る 。 ま た 、 平 板 部 71の 側 面 部 は 、 下 方 に 向 か っ て 内 側 に 向 く よ う に 傾 斜 し

て い る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 ま た 、 舗 装 面 28に は 、 前 記 平 板 部 71を 挿 入 す る 路 面 凹 所 72を 形 成 し 、 こ の 路 面 凹 所 72の

幅 方 向 両 側 に は 、 金 属 製 の 山 形 鋼 な ど か ら な る 枠 部 材 73が ガ ー ド フ ェ ン ス １ の 略 全 長 に 渡

っ て 設 け ら れ て い る 。 前 記 枠 部 材 73は 路 面 凹 所 72の 底 面 に 位 置 す る 底 面 部 73Ａ と 、 前 記 路
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面 凹 所 72の 側 面 に 位 置 す る 側 面 部 73Ｂ を 一 体 に 有 す る 。 そ し て 、 嵌 合 凹 部 た る 路 面 凹 所 72

に 嵌 合 凸 部 た る 平 板 部 71を 嵌 合 し 、 こ の 場 合 も 路 面 凹 所 72と 平 板 部 71を 目 地 材 な ど に よ り

固 定 す る こ と な く 、 上 記 実 施 例 と 同 様 に 切 欠 き 部 25を 用 い て 持 ち 上 げ こ と が で き る よ う に

構 成 し て い る 。 尚 、 側 面 部 73Ｂ の 内 面 に 前 記 弾 性 部 材 27を 設 け て も よ い 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 こ の よ う に 本 参 考 例 で は 、 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ の 連 結 を 解 除 し て 上 ， 下 張 出 ブ ロ

ッ ク ３ ， ２ を 単 独 で 取 り 外 す こ と が で き 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 奏

す る 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 ま た 、 参 考 例 上 の 効 果 と し て 、 路 面 凹 所 72の 幅 方 向 両 側 に は 、 金 属 製 の 山 形 鋼 な ど か ら

な り 枠 部 材 73が 設 け ら れ て い る か ら 、 路 面 凹 所 72の 角 部 が 損 傷 す る こ と を 防 止 で き る 。

［ 参 考 例 ５ ］

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 図 １ ７ ～ 図 １ ８ は 本 発 明 の 参 考 例 ５ を 示 し 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 一 部 分 に 同 一 符

号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 し て 詳 述 す る と 、 こ の 例 で は 、 下 張 出 部 ５ の 上 面 ５ Ｕ と 上 張 出

部 ６ の 下 面 ６ Ｋ の 間 に 隙 間 81を 設 け て い る 。 こ の 隙 間 81は 持 ち 上 げ 運 搬 手 段 た る フ ォ ー ク

リ フ ト な ど の フ ォ ー ク が 挿 入 可 能 に 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 前 記 隙 間 81の 前 記 下 面 ６ Ｋ が 支

持 面 で あ る 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 前 記 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 下 面 に は 、 そ の 全 長 に 嵌 合 凸 部 23が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前

記 隙 間 81の 高 さ Ｈ は 前 記 嵌 合 凸 部 23の 高 さ ｈ よ り 高 く 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 前 記 高 さ

Ｈ は ３ ０ ｍ ｍ 以 上 、 １ ５ ０ ｍ ｍ 以 下 が 好 ま し い 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 そ し て 、 車 両 な ど の 衝 突 に よ り ガ ー ド フ ェ ン ス １ の 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 取 り 外 す 必 要 が

生 じ た 際 に は 、 両 側 の 鋼 管 15， 15を 引 き 上 げ 、 少 な く と も 鋼 管 15の 下 部 を 下 挿 入 孔 17か ら

抜 き 取 る 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 こ の 後 、 両 側 の 隙 間 81に フ ォ ー ク リ フ ト の フ ォ ー ク を 挿 入 し 、 フ ォ ー ク で 支 持 面 た る 下

面 ６ Ｋ を 支 持 し て 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 略 垂 直 に 持 ち 上 げ 、 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 左 右 一 方 に

移 動 す る こ と に よ り 、 ガ ー ド フ ェ ン ス １ の 途 中 か ら 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 取 り 外 す こ と が で

き 、 こ の ま ま 運 搬 車 両 （ 図 示 せ ず ） に 移 送 し て 撤 去 す る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 ま た 、 こ の 例 で は 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ を 単 独 で 取 り 外 す こ と が で き る 。 具 体 的 に 説 明 す る

と 、 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ の 両 側 の 鋼 管 15を 引 き 抜 く か 、 少 な く と も 両 側 の 鋼 管 15の 下 端 が 上

張 出 端 面 ６ Ｈ よ り 上 方 に な る よ う に 引 き 上 げ る 。 次 に 、 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ の 切 欠 き 部 25に

ハ ン ド リ フ ト の フ ォ ー ク を 挿 入 し 、 フ ォ ー ク で 支 持 面 26を 支 持 し て 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ を 略

垂 直 に 持 ち 上 げ る 。 す る と 、 高 さ Ｈ は 高 さ ｈ よ り 大 き い か ら 、 嵌 合 凸 部 22と 嵌 合 凹 部 24と

の 嵌 合 が 解 除 さ れ 、 こ こ か ら 略 同 一 高 さ に 保 持 し た 状 態 で 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ を 左 右 一 側 に

移 動 す る こ と に よ り 、 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ３ の 間 か ら 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ を 取 り 外 す こ と が

で き る 。 こ の 場 合 、 高 さ Ｈ を 高 さ ｈ よ り 大 き く す る た め 、 高 さ ｈ が 低 す ぎ る と 、 車 両 衝 突

時 等 に お け る 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ の 滑 動 抵 抗 が 低 下 す る た め 、 高 さ Ｈ は ３ ０ ｍ ｍ 以 上 が 好 ま

し く 、 １ ５ ０ ｍ ｍ を 超 え る と 、 車 両 衝 突 時 等 に お け る 衝 撃 力 が 鋼 管 15に 大 き く 加 わ る た め

、 好 ま し く な く 、 高 さ Ｈ は １ ５ ０ ｍ ｍ 以 下 が 好 ま し い 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 尚 、 高 さ Ｈ が ３ ０ ｍ ｍ の 場 合 、 高 さ ｈ を ２ ５ ｍ ｍ 程 度 と す る こ と に よ り 、 所 定 の 滑 動 抵

抗 が 得 ら れ る と 共 に 、 ５ ｍ ｍ の ク リ ア ラ ン ス に よ り 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ を 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３

， ３ の 間 か ら ス ム ー ズ に 抜 き 取 る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ４ 】

　 こ の よ う に 本 参 考 例 で は 、 長 さ 方 向 の 途 中 で 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 単 独 で 取 り 外

す こ と が で き 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る 。
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【 ０ １ ０ ５ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 本 参 考 例 で は 、 下 張 出 部 ５ の 上 面 ５ Ｕ と 上 張 出 部 ６ の 下 面 ６ Ｋ の 間 に

隙 間 81を 設 け た か ら 、 隙 間 81に フ ォ ー ク リ フ ト の フ ォ ー ク な ど を 挿 入 し て 上 張 出 ブ ロ ッ ク

３ を 持 ち 上 げ 、 運 搬 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ６ 】

　 ま た 、 参 考 例 上 の 効 果 と し て 、 支 持 面 た る 下 面 ６ Ｋ を 有 す る 隙 間 81を 設 け る こ と に よ り

、 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ に 切 欠 き 部 25を 設 け る 必 要 が な く 、 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 下 面 の 全 長 に

嵌 合 凸 部 23を 形 成 す る こ と が で き る た め 、 基 礎 ブ ロ ッ ク 21と の 嵌 合 強 度 を 向 上 す る こ と が

で き る 。 さ ら に 、 前 記 隙 間 81の 高 さ Ｈ が 前 記 嵌 合 凸 部 22の 高 さ ｈ よ り 高 く 形 成 さ れ て い る

か ら 、 両 側 の 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ３ を 取 り 外 す こ と な く 、 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ３ の 間 の 下

張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 単 独 で 取 り 外 す こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 尚 、 隙 間 81の 高 さ Ｈ を 前 記 嵌 合 凸 部 23の 高 さ ｈ よ り 低 く 形 成 し た 場 合 は 、 地 震 な ど に よ

り 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ が 浮 き 上 が っ て も 、 下 張 出 部 ５ が 上 張 出 部 ６ に 当 た る た め 、 嵌 合 凹 部

24か ら 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ の 嵌 合 凸 部 22が 外 れ る こ と が な い 。 ま た 、 こ の 場 合 は 、 上 述 し た

よ う に 両 側 の 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ３ を 取 り 外 し た 後 、 間 の 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ を 取 り 外 す こ

と が で き る 。

［ 参 考 例 ６ ］

【 ０ １ ０ ８ 】

　 図 １ ９ は 本 発 明 の 参 考 例 ６ を 示 し 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し

、 そ の 説 明 を 省 略 し て 詳 述 す る と 、 こ の 例 で は 、 コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス １ を 高 速 道

路 な ど の 中 央 分 離 帯 に 設 け て お り 、 事 故 や 工 事 な ど に よ り 対 向 車 線 の 一 方 に 渋 滞 が 発 生 し

た 場 合 の 対 応 例 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ １ ０ ９ 】

　 図 １ ９ は 片 側 複 数 車 線 の 高 速 道 路 の 平 面 図 を 示 し 、 対 向 す る 車 線 82， 82Ａ ， 82Ｂ と 車 線

83， 83Ａ ， 83Ｂ を コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス １ に よ り 仕 切 っ て い る 。 車 線 82， 82Ａ ， 82

Ｂ に 事 故 や 工 事 な ど に よ り 渋 滞 が 発 生 し た ら 、 反 対 側 の 中 央 分 離 帯 寄 り の 車 線 83を 通 行 止

め に す る 。 尚 、 前 記 車 線 83の 通 行 止 め 区 間 84の 開 始 位 置 84Ａ に は 、 車 線 83を 走 行 す る 車 両

85を 、 通 行 可 能 な 車 線 83Ａ ， 83Ｂ に 誘 導 す る 誘 導 看 板 （ 図 示 せ ず ） な ど が 設 け ら れ る 。 ま

た 、 複 数 あ る 車 線 83， 83Ａ ， 83Ｂ の 少 な く と も １ つ の 通 行 を 確 保 し た 状 態 で 、 残 り の 中 央

分 離 帯 側 の 複 数 の 車 線 を 通 行 止 め に し て も よ く 、 即 ち 、 中 央 分 離 帯 側 の 少 な く と も １ つ の

車 線 を 通 行 止 め に し 、 且 つ 残 り の 少 な く と も １ つ の 車 線 の 通 行 を 確 保 す る こ と が 好 ま し い

。

【 ０ １ １ ０ 】

　 前 記 通 行 止 め 区 間 84に ハ ン ド リ フ ト （ 図 示 せ ず ） を 配 置 し 、 渋 滞 個 所 の 付 近 の 上 張 出 ブ

ロ ッ ク ３ を 持 ち 上 げ 、 一 点 鎖 線 の 矢 印 に 示 す よ う に 、 通 行 止 め 区 間 84の 開 始 位 置 84Ａ 側 に

上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 撤 去 す る 。 こ の 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 撤 去 し た 箇 所 か ら 、 鎖 線 の 矢 印 に

示 す よ う に 、 車 線 82の 車 両 85を 反 対 側 の 車 線 83に 誘 導 す る 。 こ の 誘 導 さ れ た 車 両 85は 他 の

車 線 83Ａ ， 83Ｂ の 車 両 85と 同 一 方 向 に 走 行 す る 。

【 ０ １ １ １ 】

　 尚 、 大 型 車 両 を 誘 導 す る 場 合 は 、 撤 去 し た 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 隣 の 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ も

撤 去 す る 。

【 ０ １ １ ２ 】

　 こ の よ う に 本 参 考 例 で は 、 長 さ 方 向 の 途 中 で 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 単 独 で 取 り 外

す こ と が で き 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る 。

【 ０ １ １ ３ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 本 参 考 例 で は 、 コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス １ が 中 央 分 離 帯 に 設 け ら

れ 、 こ の 中 央 分 離 帯 を 挟 む 両 側 の 車 線 の 一 方 に 渋 滞 が 生 じ る な ど し て 、 一 方 の 車 線 82， 82

Ａ ， 82Ｂ の 車 両 85を 他 方 の 車 線 83， 83Ａ ， 83Ｂ に 誘 導 す る 誘 導 方 法 に お い て 、 渋 滞 個 所 近

傍 の 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス １ の 途 中 で 撤 去 し 、 こ の 撤
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去 箇 所 に よ り 中 央 分 離 帯 に 通 路 を 設 け 、 こ の 中 央 分 離 帯 の 通 路 に よ り 一 方 の 車 線 82， 82Ａ

， 82Ｂ の 車 両 85を 他 方 の 車 線 83， 83Ａ ， 83Ｂ に 移 動 可 能 と し た か ら 、 連 続 し た ガ ー ド フ ェ

ン ス １ を 任 意 の 位 置 で 取 り 外 し 、 反 対 車 線 に 車 両 85を 導 く こ と に よ り 渋 滞 を 解 消 す る こ と

が で き る 。 し か も 、 渋 滞 が 解 消 し た 後 、 取 り 外 し た ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 元 の 位 置 に 戻 す と き

、 凹 凸 嵌 合 が ガ イ ド と な る た め 位 置 決 め が 容 易 と な り 、 ま た 、 鋼 管 15に よ り 隣 り 合 う ブ ロ

ッ ク ３ ， ２ の 連 結 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。

【 実 施 例 ４ 】

【 ０ １ １ ４ 】

　 図 ２ ０ ～ 図 ２ １ は 本 発 明 の 実 施 例 ４ を 示 し 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 一 部 分 に 同 一 符

号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 し て 詳 述 す る と 、 こ の 例 で は 、 抜 け 出 し 防 止 構 造 の 変 形 例 を 示

す 。

【 ０ １ １ ５ 】

　 同 図 に 示 す よ う に 、 下 挿 入 孔 17に は 、 金 属 製 ナ ッ ト 体 91を イ ン サ ー ト 成 形 等 に よ り 固 定

し 、 こ の ナ ッ ト 体 91の 内 周 に は 雌 螺 子 部 92が 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 前 記 雌 螺 子 部 92は 下 挿

入 孔 17の 高 さ 方 向 に お い て 中 央 よ り 下 部 側 に 設 け ら れ 、 前 記 下 挿 入 孔 17は 下 張 出 ブ ロ ッ ク

２ の 下 面 に 開 口 し て い る 。 ま た 、 鋼 管 15の 下 端 に は 、 前 記 雌 螺 子 部 92に 螺 合 す る 雄 螺 子 部

93が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 前 記 雌 螺 子 部 92及 び 雄 螺 子 部 93に は メ ー ト ル 台 形 ね じ が 用

い ら れ て い る 。

【 ０ １ １ ６ 】

　 ま た 、 前 記 鋼 管 15の 上 端 に 鍔 状 部 94を 設 け 、 こ の 鍔 状 部 94の 少 な く と も 一 部 を 収 納 す る

リ ン グ 状 の 凹 所 95が 前 記 上 挿 入 孔 16の 上 部 に 凹 設 さ れ て い る 。 尚 、 こ の 例 で は 鍔 状 部 94の

全 体 が 前 記 凹 所 95内 に 収 納 さ れ る 。

【 ０ １ １ ７ 】

　 さ ら に 、 図 ２ １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 前 記 鍔 状 部 94は リ ン グ 状 を な す も の 以 外 で も 、 図 ２

１ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 鍔 状 部 94を 平 面 略 十 字 形 や 角 形 等 の 外 周 に 複 数 又 は 単 数 の 凹 部 96

の あ る 形 状 に す れ ば 、 鍔 状 部 94の 凹 部 96が 操 作 部 と な っ て 鋼 管 15を 回 し 易 く す る こ と が で

き る 。 ま た 、 図 ２ １ （ Ｂ ） の 場 合 も 、 鍔 状 部 94は 上 ， 下 挿 入 孔 16， 17を 塞 ぐ 大 き さ に 形 成

さ れ て い る 。

【 ０ １ １ ８ 】

　 し た が っ て 、 鋼 管 15の 雄 螺 子 部 93を 、 下 挿 入 孔 17の 雌 螺 子 部 92に 螺 合 す る こ と に よ り 、

鋼 管 15を 上 ， 下 挿 入 孔 16， 17に 固 定 す る こ と が で き 、 一 方 、 螺 合 を 解 除 す れ ば 、 鋼 管 15を

引 き 抜 く こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ９ 】

　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 長 さ 方 向 の 途 中 で 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 単 独 で 取 り 外

す こ と が で き 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る 。

【 ０ １ ２ ０ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 請 求 項 ３ に 対 応 し て 、 抜 け 出 し 防 止 構 造 は 、 下 張 出 ブ

ロ ッ ク ２ の 下 張 出 部 ５ に 縦 部 材 た る 鋼 管 15の 下 部 を 挿 入 す る 下 挿 入 孔 17を 形 成 し 、 下 挿 入

孔 17に 対 応 し て 鋼 管 15の 上 部 を 挿 入 す る 上 挿 入 孔 16を 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 上 張 出 部 ６ に 形

成 し 、 下 挿 入 孔 17に 雌 螺 子 部 92を 設 け る と 共 に 、 雌 螺 子 部 92に 螺 合 す る 雄 螺 子 部 93を 鋼 管

15に 設 け た か ら 、 鋼 管 15の 雄 螺 子 部 93を 下 挿 入 孔 17の 雌 螺 子 部 92に 螺 合 す る こ と に よ り 、

抜 け 止 め 状 態 を 保 持 す る こ と が で き 、 一 方 、 螺 合 を 解 除 す る こ と に よ り 、 鋼 管 15を 引 き 抜

く こ と が で き る 。

【 ０ １ ２ １ 】

　 ま た 、 実 施 例 上 の 効 果 と し て 、 鍔 状 部 94の 下 面 が 凹 所 95に 当 接 す る こ と に よ り 、 上 ， 下

挿 入 孔 16， 17と 鋼 管 15と の 間 の 隙 間 100の 上 部 が 塞 が れ る た め 、 前 記 隙 間 100へ の ご み 等 の

侵 入 を 防 止 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 リ ン グ 状 の 鍔 状 部 94を 用 い て 鋼 管 15を 回 す こ と が

で き 、 特 に 、 鍔 状 部 94の 外 周 に 操 作 部 と な る 凹 部 96を 設 け る こ と に よ り 、 鋼 管 15を 回 し 易

く な る 。 ま た 、 雌 螺 子 部 92及 び 雄 螺 子 部 93が メ ー ト ル 台 形 ね じ で あ る か ら 、 断 面 略 三 角 形

の 三 角 ね じ や テ ー パ ー 管 用 ね じ に 比 べ て 、 強 度 が 大 き く 、 且 つ 、 回 転 時 の 摩 擦 抵 抗 が 小 さ
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い か ら 、 長 期 使 用 後 の 螺 合 解 除 が 容 易 と な る 。

【 実 施 例 ５ 】

【 ０ １ ２ ２ 】

　 図 ２ ２ ～ 図 ２ ３ は 本 発 明 の 実 施 例 ５ を 示 し 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 一 部 分 に 同 一 符

号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 し て 詳 述 す る と 、 こ の 例 で は 、 抜 け 出 し 防 止 構 造 の 変 形 例 を 示

す 。

【 ０ １ ２ ３ 】

　 同 図 に 示 す よ う に 、 鋼 管 15の 上 部 外 周 に 、 ゴ ム 材 等 の 弾 性 材 料 か ら な る 弾 性 抜 け 止 め 部

材 111を 設 け る 。 こ の 弾 性 抜 け 止 め 部 材 111は 、 鋼 管 15の 周 囲 に 接 着 等 に よ り 取 り 付 け ら れ

る 筒 状 の 取 付 部 112と 、 こ の 取 付 部 112の 外 周 に 上 下 複 数 段 に 設 け ら れ た 舌 片 部 113と を 有

し 、 こ れ ら 上 下 の 舌 片 部 113の 間 に は 溝 部 114が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 舌 片 部 113は 、 下

部 側 に 斜 め 上 向 き の 傾 斜 面 113Ａ を 有 し 、 先 端 側 に 向 か っ て 薄 く な る と 共 に 上 向 き に 形 成

さ れ て い る 。 尚 、 鋼 管 15の 下 部 外 周 に 、 下 挿 入 孔 17に 圧 接 す る 弾 性 抜 け 止 め 部 材 111を 設

け て も よ い 。

【 ０ １ ２ ４ 】

　 さ ら に 、 上 挿 入 孔 16の 上 部 に は 、 前 記 弾 性 抜 け 止 め 部 材 111が 圧 接 す る 径 大 部 16Ｋ が 設

け ら れ て い る 。 尚 、 変 形 前 の 舌 片 部 113の 先 端 の 直 径 は 、 前 記 径 大 部 16Ｋ の 直 径 よ り 大 き

い 。 ま た 、 図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 鋼 管 15は 上 ， 下 挿 入 孔 16、 17よ り 短 い 。

【 ０ １ ２ ５ 】

　 し た が っ て 、 鋼 管 15を 上 ， 下 挿 入 孔 16， 17に 挿 入 し 、 径 大 部 16Ｋ に 弾 性 抜 け 止 め 部 材 11

1を 圧 入 す る と 、 図 ２ ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 複 数 の 舌 片 部 113が 斜 め 上 向 き に な る よ う に 弾

性 変 形 し 、 傾 斜 面 113Ａ の 先 端 側 が 径 大 部 16Ｋ に 圧 接 し 、 こ れ に よ り 鋼 管 15が 抜 け 難 く な

る 。

【 ０ １ ２ ６ 】

　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 長 さ 方 向 の 途 中 で 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 単 独 で 取 り 外

す こ と が で き 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る 。

【 ０ １ ２ ７ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 請 求 項 ４ に 対 応 し て 、 抜 け 出 し 防 止 構 造 は 、 下 張 出 ブ

ロ ッ ク ２ の 下 張 出 部 ５ に 縦 部 材 た る 鋼 管 15の 下 部 を 挿 入 す る 下 挿 入 孔 17を 形 成 し 、 下 挿 入

孔 17に 対 応 し て 鋼 管 15の 上 部 を 挿 入 す る 上 挿 入 孔 16を 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 上 張 出 部 ６ に 形

成 し 、 鋼 管 15の 外 周 に 上 挿 入 孔 16又 は 下 挿 入 孔 17に 圧 接 す る 弾 性 抜 け 止 め 部 材 111を 設 け

、 こ の 例 で は 弾 性 抜 け 止 め 部 材 111が 上 挿 入 孔 16に 圧 接 す る か ら 、 鋼 管 15を 上 ， 下 挿 入 孔 1

6， 17に 挿 入 し 、 弾 性 抜 け 止 め 部 材 111が 上 挿 入 孔 16に 圧 接 す る こ と に よ り 、 鋼 管 15が 抜 け

難 く な り 、 一 方 、 所 定 以 上 の 力 で 引 き 上 げ る と 、 弾 性 抜 け 止 め 部 材 111が 弾 性 変 形 す る こ

と に よ り 、 鋼 管 15を 引 き 抜 く こ と が で き る 。

【 ０ １ ２ ８ 】

　 ま た 、 実 施 例 上 の 効 果 と し て 、 弾 性 抜 け 止 め 部 材 111が 径 大 部 16Ｋ の 内 面 に 圧 接 す る こ

と に よ り 、 弾 性 抜 け 止 め 部 材 111の 下 方 に お い て 、 上 ， 下 挿 入 孔 16， 17と 鋼 管 15と の 間 の

隙 間 100の 上 部 が 塞 が れ る た め 、 前 記 隙 間 100へ の ご み 等 の 侵 入 を 防 止 す る こ と が で き る 。

さ ら に 、 舌 片 部 113の 中 心 は 先 端 側 に 向 か っ て 水 平 よ り 斜 め 上 向 き に 形 成 さ れ て い る か ら

、 上 方 か ら 鋼 管 15を 上 ， 下 挿 入 孔 16， 17に 挿 入 し 易 く 、 逆 に 抜 け 難 い 構 造 と な る 。

【 実 施 例 ６ 】

【 ０ １ ２ ９ 】

　 図 ２ ４ ～ 図 ２ ５ は 本 発 明 の 実 施 例 ６ を 示 し 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 一 部 分 に 同 一 符

号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 し て 詳 述 す る と 、 こ の 例 で は 、 抜 け 出 し 防 止 構 造 の 変 形 例 を 示

す 。

【 ０ １ ３ ０ 】

　 同 図 に 示 す よ う に 、 前 記 鋼 管 15の 上 端 に 円 板 状 の 蓋 体 121を 設 け 、 こ の 蓋 体 121の 少 な く

と も 一 部 を 収 納 す る リ ン グ 状 の 凹 所 122を 前 記 上 挿 入 孔 16の 上 部 に 凹 設 す る 。 尚 、 こ の 例

で は 蓋 体 121の 全 体 が 凹 所 122内 に 収 納 さ れ 、 蓋 体 121が 鋼 管 15の 上 端 開 口 を 塞 ぐ 。 ま た 、
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鋼 管 15は 上 ， 下 挿 入 孔 16， 17よ り 短 く 、 蓋 体 121の 下 面 が 凹 所 122の 底 面 に 載 置 さ れ 、 こ の

載 置 状 態 で 鋼 管 15の 下 端 と 閉 塞 部 17Ａ と の 間 に は 間 隔 が 設 け ら れ る 。

【 ０ １ ３ １ 】

　 ま た 、 前 記 凹 所 122の 底 面 に は イ ン サ ー ト 成 形 等 に よ り 複 数 の 埋 め 込 み ナ ッ ト 123が 埋 設

固 定 さ れ 、 そ れ ら 埋 め 込 み ナ ッ ト 123の 雌 螺 子 部 124に 対 応 し て 、 前 記 蓋 体 121の 周 囲 で あ

る 固 定 部 121Ａ に 透 孔 125を 穿 設 し 、 こ の 透 孔 125に 固 定 手 段 た る ボ ル ト 126を 挿 通 し 、 こ の

ボ ル ト 126を 前 記 雌 螺 子 部 124に 螺 合 す る こ と に よ り 、 鋼 管 15を 上 張 出 部 ６ の 凹 所 122に 固

定 す る と 共 に 、 上 挿 入 孔 16を 蓋 体 121に よ り 塞 い で い る 。 尚 、 前 記 固 定 部 121Ａ は 、 蓋 体 12

1の 鋼 管 15の 外 周 に 位 置 す る 部 分 で あ る 。

【 ０ １ ３ ２ 】

　 さ ら に 、 複 数 の 前 記 埋 め 込 み ナ ッ ト 123の 雌 螺 子 部 124は 上 挿 入 孔 16の 中 心 に 対 し て 同 心

円 上 に 位 置 し 、 複 数 の 前 記 透 孔 125は 鋼 管 15の 中 心 に 対 し て 同 心 円 上 に 位 置 す る 。 し た が

っ て 、 ナ ッ ト 123に ボ ル ト 126を 螺 合 す る こ と に よ り 、 上 ， 下 挿 入 孔 16， 17と 鋼 管 15の 中 心

軸 の 位 置 合 わ せ が 行 わ れ 、 鋼 管 15の 全 周 が 上 ， 下 挿 入 孔 16， 17に 接 触 し な い よ う に 配 置 す

る こ と が で き る 。 尚 、 こ の 例 で は 、 上 挿 入 孔 16の 前 後 に 埋 め 込 み ナ ッ ト 123， 123を 配 置 し

て い る 。

【 ０ １ ３ ３ 】

　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 長 さ 方 向 の 途 中 で 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 単 独 で 取 り 外

す こ と が で き 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る 。

【 ０ １ ３ ４ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 請 求 項 ５ に 対 応 し て 、 抜 け 出 し 防 止 構 造 は 、 下 張 出 ブ

ロ ッ ク ２ の 下 張 出 部 ５ に 縦 部 材 た る 鋼 管 15の 下 部 を 挿 入 す る 下 挿 入 孔 17を 形 成 し 、 下 挿 入

孔 17に 対 応 し て 鋼 管 15の 上 部 を 挿 入 す る 上 挿 入 孔 16を 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 上 張 出 部 ６ に 形

成 し 、 鋼 管 15の 上 部 の 周 囲 に 固 定 部 121Ａ を 設 け る と 共 に 、 固 定 部 121Ａ を 上 張 出 ブ ロ ッ ク

３ に 固 定 す る 固 定 手 段 た る ボ ル ト 126を 備 え る か ら 、 ボ ル ト 126に よ り 固 定 部 121Ａ を 上 張

出 ブ ロ ッ ク ３ に 固 定 す る こ と に よ り 、 抜 け 止 め 状 態 を 保 持 す る こ と が で き 、 一 方 、 固 定 部

121Ａ の 固 定 を 解 除 す る こ と に よ り 、 鋼 管 15を 引 き 抜 く こ と が で き る 。

【 ０ １ ３ ５ 】

　 さ ら に 、 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 請 求 項 ６ に 対 応 し て 、 縦 部 材 た る 鋼 管 15の 上 部 に 上

挿 入 孔 16を 塞 ぐ 蓋 体 121を 設 け 、 蓋 体 121の 周 囲 が 固 定 部 121Ａ で あ る か ら 、 蓋 体 121に よ り

鋼 管 15の 上 部 開 口 が 塞 が れ 、 ま た 、 蓋 体 121に よ り 上 挿 入 孔 16へ の ご み な ど の 侵 入 を 防 止

す る こ と が で き る 。

［ 参 考 例 ７ ］

【 ０ １ ３ ６ 】

　 図 ２ ６ は 本 発 明 の 参 考 例 ７ を 示 し 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し

、 そ の 説 明 を 省 略 し て 詳 述 す る と 、 こ の 例 で は 、 基 礎 ブ ロ ッ ク 21の 変 形 例 を 示 す 。 同 図 に

示 す よ う に 、 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク 21に 嵌 合 凹 部 た る 貫 通 孔 24Ｋ を 設 け て 基 礎 ブ ロ ッ ク 21を 枠

状 に 形 成 し 、 前 記 貫 通 孔 24Ｋ に 前 記 嵌 合 凸 部 22， 23が 嵌 入 す る 。

【 ０ １ ３ ７ 】

　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 長 さ 方 向 の 途 中 で 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 単 独 で 取 り 外

す こ と が で き 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る 。

【 ０ １ ３ ８ 】

　 ま た 、 参 考 例 上 の 効 果 と し て 、 貫 通 孔 24Ｋ を 設 け て 基 礎 ブ ロ ッ ク 21を 枠 状 に 形 成 し た か

ら 、 基 礎 ブ ロ ッ ク 21の 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。

［ 参 考 例 ８ ］

【 ０ １ ３ ９ 】

　 図 ２ ７ ～ 図 ２ ９ は 本 発 明 の 参 考 例 ８ を 示 し 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 一 部 分 に 同 一 符

号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 し て 詳 述 す る と 、 こ の 例 で は 、 コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス １

を 道 路 の 中 央 分 離 帯 に 設 け て お り 、 事 故 や 工 事 な ど に よ り 対 向 車 線 の 一 方 に 渋 滞 が 発 生 し

た 場 合 の 対 応 例 に つ い て 説 明 す る 。 尚 、 同 図 に お い て は 理 解 を 容 易 に す る た め 、 上 ， 下 張
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出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ に ハ ッ チ ン グ を 施 し て い る 。 ま た 、 同 図 で 左 側 の 白 抜 き 矢 印 は 走 行 方 向

を 示 す 。

【 ０ １ ４ ０ 】

　 同 図 は 片 側 一 車 線 の 道 路 の 平 面 図 を 示 し 、 対 向 す る 車 線 82， 83を コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ

ェ ン ス １ に よ り 仕 切 っ て い る 。 尚 、 片 側 複 数 車 線 に も 適 用 可 能 で あ る 。 図 ２ ７ （ Ａ ） に 示

す よ う に 、 一 方 の 車 線 82に お い て 複 数 の 車 両 85Ａ ， 85Ｂ に よ る 事 故 が 発 生 す る と 、 こ れ ら

事 故 車 両 85Ａ ， 85Ｂ に よ り 通 行 不 可 と な り 、 一 方 の 車 線 82に 渋 滞 が 発 生 し 、 後 続 の 複 数 の

車 両 が 滞 留 車 両 85Ｃ ， 85Ｄ ， 85Ｅ ， 85Ｆ と な る 。 こ の よ う な 場 合 、 従 来 で は 、 事 故 車 両 85

Ａ ， 85Ｂ が 警 察 の 検 分 後 撤 去 さ れ る ま で 、 滞 留 車 両 85Ｃ ， 85Ｄ ， 85Ｅ ， 85Ｆ は 移 動 で き ず

待 機 す る 必 要 が あ っ た 。 ま た 、 図 ２ ７ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 事 故 復 旧 救 援 車 両 85Ｉ は 、 滞

留 車 両 85Ｃ ， 85Ｄ ， 85Ｅ ， 85Ｆ が い る た め 、 一 方 の 車 線 82か ら は 近 づ く こ と が 困 難 と な る

。 ま た 、 他 方 の 車 線 83か ら 事 故 現 場 86に 救 急 車 両 85Ｊ が 近 づ い た と し て も 、 事 故 車 両 85Ａ

， 85Ｂ の い る 一 方 の 車 線 82へ 回 り 込 む こ と は で き な い 。 尚 、 事 故 復 旧 救 援 車 両 85Ｉ に は 、

警 察 車 両 ， レ ッ カ ー 車 ， 消 防 車 や 救 急 車 両 85Ｊ 等 が 例 示 さ れ る 。

【 ０ １ ４ １ 】

　 そ こ で 、 図 ２ ８ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 一 方 の 車 線 82に お け る 事 故 現 場 86の 後 側 （ 図 中 右

側 ） で 、 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 単 独 で 取 り 外 し 、 コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス １ の 途 中 に 開

口 部 87を 形 成 す る 。 尚 、 撤 去 し た 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ は 、 他 方 の 車 線 83に 移 動 す る 。 こ の 移

動 位 置 は 他 方 の 車 線 83に お け る 開 口 部 87の 前 側 で あ る 。 ま た 、 撤 去 す る ブ ロ ッ ク の 数 は 、

隣 り 合 う ２ 個 以 上 と し て も よ い 。 ま た 、 図 ２ ８ （ Ａ ） の よ う に 、 撤 去 し た 上 張 出 ブ ロ ッ ク

３ を 中 央 分 離 帯 側 に 移 動 す る こ と に よ り 、 他 方 の 車 線 83の 通 行 を 確 保 す る こ と が で き る 。

尚 、 図 示 し な い が 、 撤 去 し た 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 路 肩 側 に 移 動 す る こ と に よ り 、 他 方 の 車

線 83の 通 行 を 確 保 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ １ ４ ２ 】

　 こ の よ う に 開 口 部 87を 設 け る と 、 図 ２ ９ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 救 急 車 両 85Ｊ は 、 他 方 の

車 線 83を 通 っ て 開 口 部 87ま で 走 行 し 、 さ ら に 、 前 記 開 口 部 87を 通 過 し て 向 き を 変 え 、 一 方

の 車 線 82の 事 故 現 場 86に 近 付 く こ と が で き る 。 ま た 、 同 図 に 示 す よ う に 、 一 方 の 車 線 82に

お け る 事 故 車 両 85Ａ ， 85Ｂ の 前 側 （ 図 中 左 側 ） の 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 撤 去 し て 開 口 部 87Ａ

を 設 け る 。

【 ０ １ ４ ３ 】

　 救 急 車 両 85Ｊ が 開 口 部 87を 通 っ て 事 故 現 場 86に 着 き 、 開 口 部 87の 通 行 が 可 能 と な っ た ら

、 図 ２ ９ に 示 す よ う に 、 一 方 の 車 線 82の 滞 留 車 両 85Ｃ ， 85Ｄ ， 85Ｅ ， 85Ｆ は 、 開 口 部 87と

他 方 の 車 線 83と 開 口 部 87Ａ を 通 っ て 一 方 の 車 線 82に 戻 り 、 そ の ま ま 事 故 現 場 86を 離 れ る こ

と が で き る 。 こ れ に よ り 救 援 車 両 85Ｉ の 進 行 方 向 前 側 に い た 滞 留 車 両 85Ｃ ， 85Ｄ ， 85Ｅ ，

85Ｆ を 排 除 す る こ と が で き る 。 そ れ に よ り 事 故 復 旧 救 援 車 両 85Ｉ も 容 易 に 事 故 現 場 86に 近

づ く こ と が で き 、 事 故 復 旧 の 時 間 短 縮 を 図 る こ と が で き 、 通 行 止 め に よ る 社 会 的 損 失 を 減

ら す こ と も で き る 。 ま た 、 救 援 車 両 85Ｉ が 負 傷 者 な ど を 運 搬 す る 場 合 、 滞 留 車 両 85Ｃ ， 85

Ｄ ， 85Ｅ ， 85Ｆ と 同 様 に 、 救 援 車 両 85Ｉ は 開 口 部 87と 他 方 の 車 線 83と 開 口 部 87Ａ を 通 っ て

一 方 の 車 線 82に 戻 る こ と が で き る 。

【 ０ １ ４ ４ 】

　 尚 、 事 故 が 発 生 し た 後 、 開 口 部 87を 滞 留 車 両 85Ｃ ， 85Ｄ ， 85Ｅ ， 85Ｆ が 通 過 す る ま で 、

一 方 の 車 線 82の 開 口 部 87Ａ よ り 前 側 （ 図 中 左 側 ） は 車 両 が 通 行 し な い か ら 、 こ の 間 に 、 一

方 の 車 線 82に お い て 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 撤 去 作 業 を 途 中 ま で 行 い 、 救 急 車 両 85Ｊ が 通 過 し

た 後 、 開 口 部 87Ａ 位 置 の 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 他 の 場 所 に 移 動 す れ ば よ い 。 尚 、 前 記 撤 去 作

業 の 途 中 と は 、 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 現 在 の 平 面 位 置 か ら 移 動 す る 前 ま で の 作 業 を 示 す 。 例

え ば 、 鋼 管 15の 抜 け 止 め を 解 除 し た り 、 鋼 管 15を 下 張 出 部 ５ か ら 引 き 抜 い た り し て お け ば

、 そ の 分 だ け そ の 後 の 撤 去 時 間 を 短 縮 し 、 開 口 部 87Ａ を 短 時 間 で 設 け る こ と が で き る 。 ま

た 、 開 口 部 87Ａ 位 置 の 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 、 開 口 部 87位 置 の 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 移 動 箇 所

に 移 動 す る よ う に し て も よ く 、 こ の 場 合 も 、 撤 去 し た 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 中 央 分 離 帯 側 に

移 動 す る こ と に よ り 、 他 方 の 車 線 83の 通 行 を 確 保 す る こ と が で き る 。 尚 、 図 示 し な い が 、
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撤 去 し た 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 路 肩 側 に 移 動 す る こ と に よ り 、 他 方 の 車 線 83の 通 行 を 確 保 す

る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 実 施 例 ５ で 説 明 し た よ う に 、 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 単 独 で 取 り

外 し て 開 口 部 87， 87Ａ を 形 成 し て も よ い 。

【 ０ １ ４ ５ 】

　 こ の よ う に 本 参 考 例 で は 、 長 さ 方 向 の 途 中 で 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ２ を 単 独 で 取 り 外

す こ と が で き 、 上 記 実 施 例 及 び 参 考 例 と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る 。

【 ０ １ ４ ６ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 本 参 考 例 で は 、 コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス １ が 中 央 分 離 帯 に 設 け ら

れ 、 こ の 中 央 分 離 帯 を 挟 む 両 側 の 車 線 82の 一 方 に 渋 滞 が 生 じ る な ど し て 、 一 方 の 車 線 82の

滞 留 車 両 85Ｃ ， 85Ｄ ， 85Ｅ ， 85Ｆ を 他 方 の 車 線 83に 誘 導 す る 誘 導 方 法 に お い て 、 渋 滞 個 所

近 傍 の 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ 又 は ／ 及 び 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ を コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス １ の

途 中 で 撤 去 し 、 こ の 撤 去 箇 所 に よ り 中 央 分 離 帯 に 通 路 た る 開 口 部 87を 設 け 、 こ の 中 央 分 離

帯 の 開 口 部 87よ り 一 方 の 車 線 82の 車 両 85Ｃ ， 85Ｄ ， 85Ｅ ， 85Ｆ を 他 方 の 車 線 83に 移 動 可 能

と し た か ら 、 上 記 参 考 例 ６ と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る 。

【 ０ １ ４ ７ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 本 参 考 例 で は 、 渋 滞 個 所 近 傍 の 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ／ 及 び 下 張 出 ブ ロ ッ

ク ２ を 撤 去 し て 一 方 の 車 線 82に お け る 事 故 現 場 86の 後 側 に 開 口 部 87を 設 け 、 他 方 の 車 線 83

か ら 事 故 復 旧 救 援 車 両 で あ る 救 急 車 両 85Ｊ が 開 口 部 87を 通 っ て 一 方 の 車 線 82の 事 故 現 場 86

に 走 行 可 能 に し た か ら 、 一 方 の 車 線 82が 渋 滞 し て い て も 、 事 故 現 場 86に 救 急 車 両 85Ｊ が 速

や か に 到 着 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ４ ８ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 本 参 考 例 で は 、 事 故 現 場 86を 挟 ん だ 両 側 に 車 両 が 通 行 可 能 な 開 口 部 87

， 87Ａ を 設 け る か ら 、 事 故 現 場 86の 手 前 の 一 方 の 車 線 82の 滞 留 車 両 85Ｃ ， 85Ｄ ， 85Ｅ ， 85

Ｆ が 、 開 口 部 87と 他 方 の 車 線 83と 開 口 部 87Ａ を 通 っ て 一 方 の 車 線 82に 戻 り 、 そ の ま ま 事 故

現 場 86か ら 離 れ る こ と が で き る 。

【 ０ １ ４ ９ 】

　 尚 、 本 発 明 は 、 本 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 で 種 々 の 変

形 実 施 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 縦 部 材 は 鋼 管 以 外 で も 中 実 な 棒 状 部 材 で も よ く 、 こ の 棒 状

部 材 の 外 側 断 面 は 円 形 が 好 ま し が 、 縦 部 材 は 断 面 が 角 型 の も の で も よ い 。 ま た 、 実 施 例 で

は 上 ， 下 挿 入 孔 の 内 面 は コ ン ク リ ー ト 面 が 露 出 す る も の を 例 示 し た が 、 埋 設 鋼 管 に よ り 上

， 下 挿 入 孔 を 構 成 し て も よ い 。 さ ら に 、 実 施 例 で は 、 下 張 出 端 面 と 上 張 出 端 面 の 角 部 を 切

欠 い た が 、 下 張 出 端 面 又 は ／ 及 び 下 側 端 面 の 角 部 を 切 欠 い た り 、 上 張 出 端 面 又 は ／ 及 び 上

側 端 面 の 角 部 を 切 欠 い た り し て も よ く 、 即 ち 、 上 目 地 部 と 下 目 地 部 を 挟 む 両 側 部 分 の 少 な

く と も 一 方 の 角 部 を 切 欠 け ば よ い 。 さ ら に 、 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク に 設 け る 嵌 合 凸 部 の 数 は

、 １ 個 で も ３ 個 以 上 で も よ く 、 ま た 、 嵌 合 凸 部 の 平 面 形 状 は 実 施 例 の 長 方 形 や 正 方 形 に 限

定 さ れ ず 、 丸 形 ， 三 角 形 ， 五 角 形 以 上 の 多 角 形 で も よ い 。 さ ら に 、 嵌 合 凸 部 は ３ つ の 側 面

部 を 斜 め に 形 成 し た が 、 ４ の 側 面 部 を 斜 め に 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 実 施 例 の 上 面 ５ Ｕ 及

び 下 面 ６ Ｋ は 、 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク の 長 さ 方 向 に 略 水 平 な も の を 示 し た が 、 同 長 さ 方 向 に

対 し て 斜 め に 形 成 し た り 、 湾 曲 状 に 形 成 し た り し て も よ い 。 さ ら に 、 切 欠 き 係 止 溝 は 、 上

縦 溝 部 の な い タ イ プ で も よ い 。 ま た 、 実 施 例 で は 、 下 部 が 開 口 し た 切 欠 き 部 を 示 し た が 、

切 欠 き 部 は 下 部 が 閉 塞 し た タ イ プ で も よ い 。 さ ら に 、 角 切 欠 き 部 は 、 ブ ロ ッ ク の 長 さ 方 向

端 部 の 角 部 を 面 取 り 状 に 切 欠 い た も の で も よ く 、 そ の 形 状 は 適 宜 選 定 で き る 。 ま た 、 実 施

例 で は 、 固 定 手 段 を 複 数 （ ２ つ ） 用 い た も の を 示 し た が 、 固 定 手 段 は １ つ で も よ く 、 さ ら

に 、 固 定 手 段 で あ る 雄 螺 子 棒 を 上 張 出 ブ ロ ッ ク の 上 面 に 突 設 し 、 蓋 体 の 透 孔 に 前 記 雄 螺 子

棒 を 挿 通 し 、 蓋 体 の 上 面 か ら 突 出 し た 雄 螺 子 棒 の 先 端 に ナ ッ ト を 螺 合 す る こ と に よ り 上 張

出 ブ ロ ッ ク に 蓋 体 を 固 定 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 下 張 出 ブ ロ ッ ク の 嵌 合 凸 部 は ２ ５

ｍ ｍ 以 上 が 好 ま し い が 、 下 張 出 ブ ロ ッ ク の 嵌 合 凸 部 に 比 べ て 上 張 出 ブ ロ ッ ク の 嵌 合 凸 部 を

高 く す れ ば 、 コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ ン ス 全 体 と し て の 滑 動 抵 抗 を 確 保 す る こ と が で き る

。 さ ら に 、 上 ， 下 張 出 ブ ロ ッ ク は 、 実 施 例 で 示 し た ハ ン ド リ フ ト や フ ォ ー ク リ フ ト 以 外 で

も 、 各 種 の 持 ち 上 げ 運 搬 手 段 を 用 い て 、 取 外 し 及 び 運 搬 を 行 う こ と が で き 、 こ の 場 合 も 人
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力 で 操 作 可 能 な も の が 好 ま し い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ １ ５ ０ 】

１ 　 ガ ー ド フ ェ ン ス

２ 　 下 張 出 ブ ロ ッ ク （ 防 護 柵 ブ ロ ッ ク ）

３ 　 上 張 出 ブ ロ ッ ク （ 防 護 柵 ブ ロ ッ ク ）

５ 　 下 張 出 部

５ Ｕ 　 上 面

６ 　 上 張 出 部

６ Ｋ 　 下 面

15　 鋼 管 （ 連 結 手 段 ・ 縦 部 材 ）

15Ｆ 　 下 縁

16　 上 挿 入 孔

17　 下 挿 入 孔

21　 基 礎 ブ ロ ッ ク

22　 嵌 合 凸 部

23　 嵌 合 凸 部

24　 嵌 合 凹 部

25　 切 欠 き 部

28　 舗 装 面 （ 路 面 ）

31　 抜 け 止 め 部 材

32　 切 欠 き 係 止 溝

41　 湾 曲 凸 面

42　 湾 曲 凸 面

51　 斜 め ボ ル ト （ 連 結 手 段 ・ ボ ル ト ）

55　 湾 曲 ボ ル ト （ 連 結 手 段 ・ ボ ル ト ）

61　 連 結 プ レ ー ト （ 連 結 部 材 ）

62　 両 螺 子 ボ ル ト （ 固 定 部 材 ）

92　 雌 螺 子 部

93　 雄 螺 子 部

111　 弾 性 抜 け 止 め 部 材

121Ａ 　 固 定 部

126　 ボ ル ト （ 固 定 手 段 ）

【 要 約 】

【 課 題 】 長 さ 方 向 途 中 の ブ ロ ッ ク を 単 独 で 容 易 に 取 り 外 し で き る コ ン ク リ ー ト ガ ー ド フ ェ

ン ス を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 下 張 出 部 ５ を 長 さ 方 向 両 側 下 部 に 突 設 し た 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ と 、 下 張 出 部 ５

の 上 に 配 置 す る 上 張 出 部 ６ を 長 さ 方 向 両 側 上 部 に 突 設 し た 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ と 、 下 張 出 ブ

ロ ッ ク ２ の 下 張 出 部 ５ の 上 に 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ の 上 張 出 部 ６ を 配 置 し た 状 態 で 、 下 張 出 ブ

ロ ッ ク ２ と 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 連 結 す る 鋼 管 15と を 備 え る 。 鋼 管 15に よ る 連 結 を 解 除 す る

こ と に よ り 、 途 中 の 上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ を 持 ち 上 げ て 取 り 外 す こ と が で き る 。 ま た 、 両 側 の

上 張 出 ブ ロ ッ ク ３ ， ３ を 取 り 外 す こ と に よ り 、 間 の 下 張 出 ブ ロ ッ ク ２ を 持 ち 上 げ て 取 り 外

す こ と が で き る 。

【 選 択 図 】 図 ４
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】
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【 図 ２ ８ 】 【 図 ２ ９ 】
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